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令年100歳になられた

（山槌）池田コマツさん

肱川町で 3人目の内閣総理大臣表彰を受けられました。

家族に包まれ幸せな日々を送っておられます。

これからもますますお元気で。

令月号の主な内容
I I 町民のうごき

＝町 報＝ ＝農林だより＝

衝スビード〈［臆品「当ててちょぎんぎょ」 16 
3,266人(-8) 層秋田県雄物川町で川サ ミッ ト 2 人口

〶年金友の会会員へご優待割引券の杞付 ・ 17 浸肱川ふれあいまつりのご案内 5 
奎秋本番、椎茸始まる 18 男 1,576人 (-4)層町議会 9月定例会 6 
浸今月の農作業 ・19 

1,690人 (-4)浸風博通信 10 
女

0愛媛県総合防災訓練... 11 ＝公民館報＝
世帯数 1, 0 1 5蒜（土 0)浸社協だより 15 

漫教育委員選任について 20 
唖お知らせ・ .. .. ・26 

層第37回町民運動会特集・ ・22 
I I （平成 9年9月30日現在）
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R。前）。別 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 躙瞬 (2)
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平
成
九
年
度
第
六
固
「
全
国
川
サ

ミ
ッ
ト
」
が
八
月
七
日
（
木
）
か
ら
九

日
（
土
）
ま
で
の
三
日
間
、
秋
田
県
雄

物
川
（
お
も
の
が
わ
）
町
を
主
会
場
と

し
て
開
催
さ
れ
、
肱
川
町
か
ら
も
中

平
成
十
一
年
に
肱
川
町
で
開
催

こ
の
川
サ
ミ
ッ
ト
は
、
一
級
河
川

名
を
自
治
体
名
と
す
る
全
国
の
市
町

村
が
一
堂
に
会
し
、
川
と
の
か
か
わ

り
や
共
生
の
方
向
を
探
る
た
め
、
シ

ソ
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
開
催
し
情
報
交
換

を
行
い
、
豊
か
な
河
川
空
間
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
態
を
公
開
す

る
と
共
に
、
地
域
の
文
化
を
紹
介
し
、

相
互
の
交
流
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

一
級
河
川
名
を
つ
け
た
自
治
体
は
、

全
国
に
五
十
二
市
町
村
あ
り
ま
す
が
、

四
国
で
は
徳
島
県
那
賀
川
町
（
第
五

回
開
催
）
と
肱
川
町
の
二
町
だ
け
で

す。
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
は
、
平
成
四
年

に
富
山
県
庄
川
町
で
第
一
回
が
開
か

れ
て
以
来
、
北
海
道
鵡
川
（
む
か
わ
）

町
、
静
岡
県
大
井
川
町
、
兵
庫
県
加

古
川
市
、
徳
島
県
那
賀
川
（
な
か
が

わ
）
町
、
そ
し
て
今
年
秋
田
県
雄
物

川
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
は
宮
崎
県
北
川
町
、
平
成
十

一
年
に
は
肱
川
町
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
の
ね
ら
い

野
収
入
役
、
和
氣
副
議
長
、
石
河
議

員
、
河
野
森
林
組
合
長
、
中
村
山
鳥

坂
ダ
ム
事
務
所
副
所
長
、
片
山
風
お

こ
し
産
業
課
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

200年以上の歴史がある竿燈まつり

秋
田
県
の
南
部
に
位
置
す
る
雄
物

川
町
は
、
夏
は
暖
か
く
冬
は
厳
し
い

寒
さ
に
み
ま
わ
れ
る
盆
地
型
気
候
で
、

人
口
は
―
二
、
一
七
四
人
、
面
積
七

三
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

県
都
秋
田
市
か
ら
車
で
約
一
時
間

の
位
置
に
あ
り
、
全
面
積
の
四

0
%

が
水
田
と
い
う
穀
倉
地
帯
で
、
良
質

米
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
生
産
基
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
西
側
は
赤
松

林
の
広
が
る
出
羽
丘
陵
の
一
角
で
、

松
た
け
の
産
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

ま
た
、
豊
富
に
湧
き
出
る
温
泉
が
あ

り
、
温
泉
保
健
・
保
養
施
設
も
設
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

①
第
六
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト

連
絡
協
議
会
総
会

七
日
の
午
後
四
時
三
十
分
か
ら
秋

田
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
前
回

の
事
業
・
収
支
決
算
報
告
と
今
回
の

松
た
け
と
ス
イ
カ
の
産
地

雄
物
川
町

事
業
計
画
、
収
支
予
算
を
承
認
、
宣

言
文
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

次
期
開
催
地
を
宮
崎
県
北
川
町
に
決

定
し
て
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

②
ナ
イ
ト
サ
ミ
ッ
ト

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
会
場
を
替

え
て
、
雄
物
川
町
長
の
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
の
後
簡
単
な
立
食
方
式
で
交
歓

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

③
二
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
竿
燈

（
か
ん
と
う
）
ま
つ
り
を
見
学

竿
燈
ま
つ
り
は
、
東
北
の
三
大
夏

ま
つ
り
の
―
つ
で
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
八

月
四
日
か
ら
七
日
ま
で
の
四
日
間
、

秋
田
市
の
中
心
部
で
行
わ
れ
ま
す
。

約
二
百
三
十
本
の
竿
燈
と
囃
子
連

が
入
場
し
、
そ
の
華
麗
な
竿
さ
ば
き

を
競
い
ま
す
。
竿
燈
は
、
長
さ
十
二

メ
ー
ト
ル
の
竹
竿
に
提
灯
が
四
十
六

個
つ
い
て
お
り
、
重
さ
は
五
十
キ

ロ

に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
手
の
ひ
ら
、

額、

．肩
、
腰
な
ど
に
乗
せ
な
が
ら
常

に
バ
ラ
ソ
ス
よ
く
安
定
さ
せ
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

④
玉
川
温
泉
と
酸
性
水
中
和
処
理
施

設
等
を
視
察

八
日
の
午
前
八
時
に
秋
田
市
の
ホ

テ
ル
を
出
発
し
流
域
を
視
察
。
秋
田

市
か
ら
バ
ス
で
約
二
時
間
三
十
分
の

所
に
あ
る
玉
川
温
泉
は
、
雄
物
川
の

支
流
で
あ
る
玉
川
の
上
流
部
に
あ
り
、

源
泉
は
九
十
八
度
、

P
H
が
一
・
ニ

と
い
う
全
国
で
も
稀
な
強
酸
性
泉
を

一
分
間
に
九
千
リ

ッ
ト
ル
（
ド
ラ
ム

缶
四
十
五
本
分
）
も
湧
出
す
る
湯
治

場
で
有
名
な
温
泉
で
す
。

こ
の
温
泉
の
流
れ
込
む
玉
川
は
昔

か
ら
「
玉
川
毒
水
」
と
呼
ば
れ
、
流
域

の
農
業
揚
水
な
ど
の
利
水
の
障
害
、

河
川
工
作
物
等
に
も
被
害
を
与
え
、

流
域
の
開
発
を
著
し
く
妨
げ
て
い
ま

し
た
。
古
来
（
天
保
年
間
）
よ
り
様
々

な
対
策
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
成
功
す
る
ま
で
に
至
ら
ず
、

昭
和
十
五
年
よ
り
田
沢
湖
へ
導
水
し

て
希
釈
す
る
方
法
等
が
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
た
め
田
沢
湖
が
強
酸
性
と
な
り
、

魚
の
住
め
な
い
死
の
湖
と
な
っ
た
の

で
す
。
そ
の
後
、
下
流
の
玉
川
ダ
ム

建
設
を
契
機
に
国
に
よ
る
酸
性
水
中

和
処
理
施
設
が
建
設
さ
れ
、
玉
川
用

水
の
恒
久
的
な
水
質
改
菩
が
は
か
ら

れ
、
流
域
住
民
の
長
年
の
悲
願
が
現

実
の
も
の
と
な
り
、
田
沢
湖
に
お
い

て
も
酸
性
水
に
強
い
と
い
わ
れ
る
オ

イ
カ
ワ
等
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。



(3)@。iR。額l 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛疇

⑥
参
加
市
町
村
の
紹
介

八
日
の
午
後
四
時
か
ら
今
回
参
加

⑤
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
開
会
式

八
日
の
午
後
三
時
三
十
分
か
ら
雄

物
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ソ
タ
ー
で
、

会
長
あ
い
さ
つ
、
秋
田
県
知
事
、
東

北
地
方
建
設
局
長
等
か
ら
祝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

全国川サミッ

県雄物

r
 

卜旗

⑳
雄
物
川
町
へ
移
動

し
て
い
る
二
十

一
市
町
村
と
、
雄
物

川
流
域
の
十
市
町
村
が
ス
ラ
イ
ド
に

よ
り
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

⑦
基
調
講
演

八
日
の
午
後
四
時
四
十
分
か
ら
、

建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
長
の
青
山

俊
樹
氏
よ
り
、
「
我
々
は
百
年
前
の

先
人
の
努
力
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る

現
在
、
五
十
年
後
、
百
年
後
に
良
い

も
の
を
残
す
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
利
用
し
や
す
く
、
強
く
、

美
し
い
川
づ
く
り
を
地
方
の
知
恵
で

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

⑧
湯
沢
市
へ
移
動

⑨
交
流
会

八
日
の
午
後
七
時
か
ら
湯
沢
市
の

ホ
テ
ル
で
、
流
域
市
町
村
の
人
達
も

一
緒
に
夕
食
を
し
な
が
ら
の
交
流
会

が
行
わ
れ
、
途
中
で
湯
沢
市
の
隣
町

羽
後
（
う
ご
）
町
の
西
馬
音
内
（
に
し

も
な
い
）
盆
踊
（
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
）
が
披
露
さ
れ
た
。

⑪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
式

九
日
の
九
時
か
ら
雄
物
川
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ソ
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑫
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

九
日
の
九
時
二
十
分
か
ら
、
秋
田

大
学
の
清
水
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
次
の
方
々
を
パ
ネ
ラ
ー
と
し

、`
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

0
徳
島
県
那
賀
川
町
・
小
泉
町
長

•
川
に
愛
着
と
誇
り
と
自
信
を
持

つ
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
那
賀

川
の
愛
称
を
公
募
し
、
「
阿
波
の

八
郎
」
と
名
前
を
付
け
た
。
八
は

流
域
の
八
町
村
を
表
わ
し
、
末
広

が
り
の
発
展
を
願
っ
た
も
の
で
あ

る。
0
宮
崎
県
北
川
町
・

盛
武
町
長

・
ボ
ラ
ソ
テ

ィ
ア
組
織
の
「
川
を

美
し
く
す
る
会
」
が
あ
り
、
清
掃

活
動
等
を
行
っ
て
い
る
。

・
ホ
タ
ル
は
数
が
多
く
有
名
で
、

ほ
た
る
ま
つ
り
を
行
っ
て
い
る
。

0
秋
田
県
雄
物
川
町

・
富
田
町
長

・
雄
物
川
町
は
、
名
前
も
富
も
雄

物
川
か
ら
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

町
の
歴
史
は
川
の
歴
史
で
あ
る
。

「
汚
物
川
」
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に

し
た
い
。

・「
川
の
文
化
館
」
の
建
設
が
私
の

夢
で
あ
る
。

•
川
サ
ミ
ッ
ト

は
同
志
の
集
ま
り
、

み
ん
な
で
関
係
市
町
村
に
参
加
を

呼
び
か
け
よ
う
。

0
東
北
地
方
建
設
局
小
川
河
川
部
長

・
観
光
地
等
で
は
自
然
に
近
い
石

積
護
岸
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

．
昔
は
川
へ
向
か

っ
て
家
を
建
て

て
い
た
が
、
今
は
背
を
向
け
て
建

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
？

0
秋
田
県
土
木
部
・
矢
口
部
長

•
最
上
川
沿
線
で
育
っ
た
が
、
年

代
に
よ
り
川
に
対
す
る
思
い
が
違
っ

て
く
る
。

•
横
手
市
の
町
づ
く
り
で
は
、
水

⑭
サ
ミ
ッ
ト
宣
言

記
念
植
樹
の
後
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
会
場
の
特
設
舞
台
で
「
サ

ミ
ッ
ト
宣
言
」
が
あ
り
、
「
全
国

川
サ

ミ
ッ
ト
旗
」
が
雄
物
川
町

長
か
ら
次
期
開
催
の
北
川
町
長

へ
引
継
が
れ
、
最
後
に
、
雄
物

川
町
長
の
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で

第
六
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
の
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

◇

◇

◇

 

川
の
重
要
性
、
自
然
の
大
切

さ
等
を
再
認
識
し
た
川
サ
ミ
ッ

ト
で
し
た
。

川サミット参加者と小西さん

⑬
記
念
植
樹

河
川
公
園
ヘ
バ
ス
で
移
動
し
て
、

そ
の
一
角
へ
参
加
市
町
村
の
「
木
」
ニ

十

一
本
を
植
樹
し
た
。
肱
川
町
は
用

意
さ
れ
て
い
た
約
三
メ
ー
ト
ル
の

「
ア
カ
マ
ツ
」
を
雄
物
川
中
学
校
の
小

西
景
子
さ
ん
の
介
添
え
で
、
中
野
収

入
役
が
植
樹
し
ま
し
た
。

中野収入役によゑ植樹

害
対
策
と
し
て
都
市
計
画
を
策
定

し
、
樹
木
の
保
存
を
併
せ
て
考
え

て
い
る
。
生
き
た
教
材
と
し
て
も

役
立
っ
て
い
る
。

0
和
田
自
然
観
察
指
導
員

．
昨
日
、
当
会
場
で
「
川
を
き
れ

い
に
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
子
供
川
サ

ミ
ッ

ト
を
行
っ

た
が
、
ゴ
ミ
を
無
く
そ
う
と
い
う

話
か
ら
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
、
我
家

で
実
行
、
み
ん
な
に
呼
び
か
け
よ

う
．．． 

と
子
供
た
ち
な
り
に
話
は
発

展
し
た
。

二
十
一
世
紀
は
、
水
問
題
が
戦
争

の
火
種
に
な
る
と
い
う
学
者
も
あ
る

よ
う
で
す
。
み
ん
な
で
大
切
に
し
て

行
き
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
合
回
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
は
、
お
盆
前
の
週
末

と
い
う
こ
と
で
交
通
便
が
制
約
さ
れ

早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
の
強
行
軍
で

ま
た
、
現
地
で
も
移
動
が
多
く
慌
た

だ
し
い
日
程
と
な
り
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
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平
成
八
年
度
か
ら
始
め
た
「
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
」
も
早
い

も
の
で
丸
一
年
を
迎
え
よ
う
と
上
て

い
ま
す
。

平
成
八
年
の
十
一
月
に
無
菌
播
種

し
た
「
え
び
ね
」
も
ニ
カ
月
後
に
は
、

発
芽
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
五
カ
月
後

の
今
年
六
月
に
は
移
植
可
能
な
大
ぎ

さ
ま
で
育
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、
自
然
馴
化
に
も
成
功
し
、

現
在
は
第
三
葉
、
第
四
葉
を
展
開
し

な
が
ら
着
実
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
成
長
を
待
っ
て
、
で
き
れ

ば
来
春
に
は
一
本
ず
つ
の
鉢
植
え
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ま
ま
順
調
に
成
長
す
る
と
早

い
も
の
で
は
、
平
成
十
一
年
の
春
に

は
待
望
の
初
花
が
見
ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
は
、
「
え
び
ね
」
以
外
の
「
セ
ッ

コ
ク
」
や
「
ナ
ゴ
ラ
ソ
」
も
培
養
中
で

あ
り
ま
す
し
、
今
後
は
「
サ
ト
イ
モ
」

や
「
カ
サ
ブ
ラ
ソ
カ
（
ユ
リ
）
」
等
野
菜

や
花
舟
類
の
研
究
も
進
め
る
予
定
で

お
り
ま
す
。

興
味
を
お
持
ち
の
方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

肱
川
町
役
場
総
務
課
（
冨
永
）

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究

セッコク

九
月
七
日
（
日
）
肱
川
町
ボ
ラ

ソ
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
第
一
回
ふ
れ
あ
い
の
旅
」

一
日
遠
足
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

旅
は
、
風
お
こ
し
パ
ー
ト

II
の
一
環

と
し
て
、
日
ご
ろ
い
ろ
い
ろ
な
障
害

や
制
約
が
あ
っ
て
交
通
機
関
の
利
用

や
旅
行
等
を
す
る
機
会
が
少
な
い
老

人
や
障
害
を
背
負
っ
た
方
々
と
の
交

流
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
チ
ラ

シ
等
で
募
集
し
た
結
果
、
ボ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
を
含
め
て
二
十
四

人
の
参
加
が
あ
り
、

宇
和
町
に
あ
る
明
石

寺
参
拝
や
ぶ
ど
う
狩

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
で
足

元
が
気
に
な
り
ま
し

た
が
、
自
分
た
ち
の

ペ
ー
ス
で
目
的
地
を

巡
り
、
参
加
者
同
志

が
ふ
れ
あ
い
を
深
め

ま
し
た
。

車いすの介助をするボランティア

現
在
肱
川
町
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
登
録

者
は
十
五
人
。
土
・
日
を
利
用
し
て
、

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
に
出
か
け
た
り
、
ボ

ラ
ソ
テ
ィ
ア
研
修
に
励
ん
で
お
り
ま

す。

”
楽
し
み
な
が
ら
“
で
き
る
時
に

で
ぎ
る
事
を
。

次
回
は
、
あ
な
た
も
ご

一
緒
し
ま

せ
ん
か
。

ふれあいの旅参加者のみなさん
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第13回肱川ふれあいまつり行事予定表
19了- 事 名 時 間 19了- 事 名 時 間

子供相撲大会 9 30~12 30 こいご こ ろ 試 食 会 10 00~16 00 

酒•まんじゅう等の販売 9 00~ 16 00 焼き 鳥とおでんの店 10 00~ 16 00 

商工ふれあい市 10 00~16 00 グランドゴルフ大会 8 30~13 00 

林 業 成 果 展 10 00~16 00 肱川郵便局臨持出張所郵避怯場 9 00~ 16 00 

林 業 機 械` 展 10 00~16 00 よんでんふれあいコーナー 9 00~ 16 00 

謬フんクコターナ市ー ・露店市 10 00~16 00 盆栽展示即売会 9 00~ 16 00 

チャレンジランキング大会 10 30~ 14 00 スーパーファミコン大会 10 00~ 14 30 

もちつき体験コーナー 12 00~14 00 お 楽しみ大富くじ
11 30~ 12 00 
15 30~16 00 

も ち ま き 13 00~ 挑 戦 ！ 10 00~14 00 

フワフワコアラ 10 00~16 00 会員の作品展（創作展） 9 00~16 00 

カラオケ大会・歌謡ショー 13 30~ 15 30 豚汁 • おにぎりの販売 9 00~16 00 

展 ホ 即 売 9 00~16 00 風博オリジナル飛行大会 10 00~ 14 00 

う まいも の 市 10 00~16 00 

集
い
、
く
つ
ろ
ぎ
、
ふ
れ
あ
い
を

求
め
て
今
年
も
第
十
三
回
肱
川
ふ
れ

あ
い
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
子
供
相
撲
大
会
、
う
ど

ん
の
食
べ
放
題
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
協

会
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
等
、
豪
華

景
品
が
当
た
る
お
楽
し
み
大
富
く
じ

等
そ
の
他
多
彩
な
催
し
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
，
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

◇

日

時

11
月
16
日
（
日
）
午
前
9
時
ー

午
後
4
時
ま
で
（
雨
天
決
行
）

◇

場

所

風
の
博
物
館
横
「
風
の
り
広
場
」

回13

肱
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
ご
案
内

第

お楽しみ大富くじ 9― 

現金10,000円ゃ毛ガニセット等

豪華商品を山のごとく用意いたします。

当日必ず抽選券を持って

会場へお越しください

優
勝
者
に
は

任
天
堂
64等
豪
華
賞
品
を
！

※
詳
し
く
は
、
肱
川
町
公
民
館

(
6
3
4
|
2
3
0
7
)ま
で

;＿ 

集

Te晶加面参面な
（
ス
ー
パ
ー
ぷ
よ
ぷ
よ
）

が
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

小
学
生
以
下
の
方

に
限
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
ポ
ン
パ
ー
マ
ン
I
)

燕
I

I

蒸

一
肱
川
凡
人
未
来
塾
で
は
、
ふ
一

れ
あ
い
ま
つ
り
の
ス
ー
パ
ー
フ
ァ

ミ
コ
ン
大
会
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
申
込
み
締
切
り
は
、

11
月
14
日
（
金
）

松
山
地
区
肱
川
会
と

肱
川
町
と
の
共
催
で
実

施
し
て
い
る
「
肱
川
イ

ベ
ソ

ト
松
山
広
場
」
を

今
年
も
九
月
二
十
三
日
に
松
山

市
道
後
駅
前
「
放
生
園
」
で
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
肱
川
町
の
地
酒

「
風
の
里
」
で
鏡
開
き
を
行
っ
た

後
、
午
前
十
時
か
ら
山
鳥
坂
鎮

縄
神
楽
の
公
浪
や
も
ち
ま
き
、

お
楽
し
み
抽
選
会
、
特
産
品
や

町
内
で
栽
培
し
た
野
菜
の
販
売
、

な
つ
か
し
い
ド
ソ
パ
ソ
の
実
演
、

肱
川
栗
の

P
R
、
即
売
等
を
行

い
ま
し
た
。

特
に
今
年
は
F
M
愛
媛
と
南

海
放
送
他
13
局
が
協
力
し
て
ラ

ジ
オ
の
生
放
送
が
実
施
さ
れ
、

そ
の
番
組
中
で
肱
川
町
の

P
R

も
行
い
ま
し
た
。

虹今年もメ輝緑網網臨⑥
e芦心2€だレa3€だ疇函忍遥で疋レ叩

砿川字悶ぷ松面広場／：
oe€) 

9/23 放生 園

盛況だったもちまき CBC予子林のトマトと野菜の販売
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学
校

ハ
十
四

円
を
可
決

町議会 9月定例会

九
月
定
例
会
は
、
十
月
一
日
及
び
二
日
の
二
日
間
開
か
れ
、
町
か
ら
提

出
さ
れ
た
九
議
案
と
議
員
提
出
の
四
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
同
意
、
認
定
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、
教
育
委
員
一
名
の
任
命
に
同
意
、
平
成
八
年
度
歳
入
歳

出
決
算
認
定
、
補
正
予
算
三
件
な
ど
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
災
害
復
旧
費
千
二
十
六
万
円

・
中
野
小
学
校

プ
ー
ル
設
計
委
託
料
二
百
六
十
四
万
円

・
道
野
尾
地
区
道
路
測
量
設
計
委

託
料
六
百
万
円
•

森
林
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
補
助
金
五
百
八
十
三
万

円
・
消
防
団
旗
・
分
団
旗
整
備
百
八
万
円
・
宇
和
島
バ
ス
運
行
補
助
金
二

百
七
十
九
万
円
・
歯
を
守
る
運
動
推
進
事
業
費
百
二
十
四
万
円
等
で
補
正

総
額
六
千
万
円
、
累
計
―
二
十
三
億
七
千
七
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
二
人
の
議
員
か
ら
七
項
目
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
も
昭
和
五
十
七
年
に
、
建
設

省
よ
り
予
備
調
査
申
し
入
れ
を
受
け

て
以
来
、
十
六
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も
あ
り
ま

し
た
が
、
水
没
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
生

活
等
を
考
え
た
時
、
む
や
み
に
い
つ

ま
で
も
引
き
延
ば
す
の
も
よ
く
な
い

と
考
え
、
議
会
で
は
、
昨
年
付
替
道

路
を
決
定
し
、
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
て
き
ま
し
た
が
、
山
鳥
坂
ダ
ム
に

対
す
る
十
年
度
の
概
算
要
求
額
は
一
―
―

億
円
と
、
私
達
が
想
像
し
て
い
た
額

よ
り
余
り
に
も
少
な
く
驚
い
て
い
ま

す。
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
の
話
に

よ
り
ま
す
と
、
「
分
水
問
題
が
未
解

決
の
間
は
、
事
業
を
全
面
的
に
進
め

ら
れ
な
い
。
」
と
の
こ
と
。
ま
た
、

「
中
止
ダ
ム

・
休
止
ダ
ム
で
も
足
踏

み
ダ
ム
で
も
な
い
の
で
、
誠
意
を
も
っ

て
進
め
る
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

で
は
、
い
つ
か
ら
始
め
て
い
つ
完
成

予
定
か
と
尋
ね
る
と
、
「
な
る
べ
く

早
く
」
と
の
回
答
で
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
話
を
総
合
的
に
判

見
通
し
の
た
た
な
い

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

泉

福

男

議

員

般

質

問

断
い
た
し
ま
す
と
、
十
一
年
度
に
多

く
の
予
算
が
つ
く
保
証
も
な
い
の
で

あ
り
ま
す
。
私
は
、
ダ
ム
の
見
通
し

が
つ
か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
振
興
計

画
等
の
見
直
し
を
考
え
る
べ
ぎ
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
鹿
野
川
大
橋
よ
り
鹿
野

川
橋
ま
で
の
間
は
、
特
に
朝
夕
車
が

混
雑
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
区
間

は
早
急
に
県
道
改
良
で
対
応
し
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
ダ
ム
で
水
没
す
る
か
ら
と

い
っ
て
改
良
を
や
め
て
い
る
県
道
小

田
河
辺
大
洲
線
の
鹿
野
川
河
辺
間
は
、

雨
が
降
る
と
道
路
に
落
石
が
あ
り
危

険
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
区
間
の
改
良

も
併
せ
て
実
施
し
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
町
長
の
御
所
見
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
見
適
し
の
た
た
な
い
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
十
年
度
概

算
要
求
額
は
、
三
億
円
と
発
表
さ
れ

た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
と
し
ま

し
て
は
、
ダ
ム
予
算
が
毎
年
減
額
さ

れ
て
き
て
お
り
ま
す
し
、
公
共
事
業
、

ダ
ム
ヘ
の
世
誦
、
財
政
再
建
の
声
の

高
ま
り
の
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
十

年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
大
変
心
配

を
し
て
お
り
ま
し
た
。
全
力
を
あ
げ

て
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
り
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
ま
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
私
の
意
見
を
申
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
国
の
責
任
に
つ
い

町
内
に
お
い
て
、
最
近
特
に
荒
れ

て
い
る
農
地
を
目
に
し
ま
す
。
原
因

は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
・
若
者
の
農

業
離
れ
等
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
何
と

か
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
協
•
森
林
組
合
と
行
政
が
協
議

し
て
解
決
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

肱
川
町
の
農
地
を
ど
の
よ
う

に
守
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て

て
で
あ
り
ま
す
。
住
民
生
活
に
か
か

わ
り
深
い
継
続
事
業
を
、
財
政
だ
け

の
理
由
で
勝
手
に
止
め
た
り
休
ん
だ

り
し
て
い
い
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う

か。
第
二
に
、
県
・
国
・
受
益
者

・
建

設
を
進
め
て
き
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
は
、
自
分
の
立
場
に
立
っ
た
だ
け

の
正
当
性
を
自
分
の
言
い
わ
け
に
し

て
い
る
だ
け
で
、
熱
意
が
足
り
な
い

こ
の
責
任
。

第
三
は
、
肱
川
町
の
責
任
で
あ
り

ま
す
。
住
民
へ
の
責
任
を
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
い
い
の
か
苦
慮
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
危
機
を
プ
ラ
ス

転
換
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
な
し
得
な

い
と
す
る
な
ら
ば
、
重
大
な
決
意
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

道
路
改
良
関
係
の
御
意
貝
は
、
ご

も
っ
と
も
と
考
え
ま
す
の
で
要
望
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
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力

他
の
町
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で

成
功
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

当
町
で
も
、
農
地
流
動
化
促
進
事

業
を
推
進
し
、
貸
し
手
、
借
り
手
に

助
成
し
、
ま
た
、
農
業
機
械
利
用
組

合
に
よ
る
農
作
業
の
請
負
事
業
等
で

農
地
の
荒
廃
化
防
止
に
努
め
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
お

伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
肱
川
町
の
農
地
を
ど
の

よ
う
に
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
質

問
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
指
摘
の
と

お
り
当
町
で
も
農
地
の
荒
廃
は
重
要

な
問
題
だ
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

過
疎
化

・
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
が

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

農
地
流
動
化
促
進
事
業
に
よ
っ
て
、

農
地
を
集
積
し
た
り
農
作
業
の
受
託

組
織
の
活
動
に
よ
っ
て
、
農
地
の
荒

廃
を
防
ぐ
べ
く
努
力
を
し
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
農
林
業
を
と
り
ま
く
情

勢
は
誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
訳
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
充
分
な
成
果
に
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
合
後
共
、
関
係
機

関
と
連
携
を
は
か
り
努
力
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
つ
も
言
っ
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
自
分
の
土

地
は
自
分
で
守
る
と
言
う
気
概
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

松
本
金
次
郎
議
員

平
成
九
年
度
愛
媛
県
予
算
に
、
鹿

野
川
湖
の
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
整
備
事
業

費
が
計
上
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

未
だ
何
の
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い
な

い
状
態
で
す
が
、
い
つ
か
ら
整
備
に

取
り
か
か
れ
る
予
定
な
の
か
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
一
年
度
に
は
全
国

川
サ

ミ
ッ

ト
が
肱
川
町
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、

こ
の
時
に
、

ド
ラ

ゴ
ソ
ボ
ー
ト
大
会
も
併
せ
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
観
覧
席
を
造
ら
れ
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
鹿
野
川
湖
で
は
、
毎

年
何
回
か
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
も
あ
る
こ

と
で
す
し
、
鹿
野
川
ダ
ム
鹿
辺
の
環

境
整
備
計
画
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
鹿
野
川
湖
の
ポ
—
ト
コ
ー

ス
整
備
事
業
は
、
現
在
愛
媛
県
に
お

い
て
合
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る

よ
う
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

十
一
月
か
ら
工
事
用
道
路
及
び
調

査
ポ
ー
リ
ン
グ
が
始
ま
り
、
平
成
十

年
一
月
か
ら
本
格
的
な
切
り
取
り
エ

事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鹿
野
川
湖
の
環
境
整
備

に
つ
い
て

小
中
学
校
で
は
、
平
成
四
年
九
月

か
ら
平
成
七
年
三
月
ま
で
第
二
土
曜

日
が
休
日
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、

平
成
七
年
四
月
か
ら
は
第
二
土
曜
日

と
第
四
土
曜
日
の
二
日
間
が
休
日
と

な
り
、
子
供
達
の
有
意
義
な
過
ご
し

方
に
つ
い

て
各
地
で
い
ろ
い
ろ
と
エ

夫
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
肱
川
町
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
活

発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
小
学

校
の
場
合
、
何
か
と
難
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

鹿
野
川
湖
は
照
葉
樹
林
に
囲
ま
れ

て
い
て
水
鳥
の
餌
が
豊
富
な
た
め
、

学
校
週
五
日
制
に
つ
い
て

二
番
目
に
、
観
覧
席
の
設
置
に
つ

い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在
観
覧

席
を
含
め
鹿
野
川
湖
周
辺
の
環
境
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
鹿
野
川
ダ
ム

管
理
事
務
所
に
お
い
て
検
討
を
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
計
画
案
が

完
成
し
、
十
月
六
日
に
は
関
係
者
に

集
ま
っ
て
頂
き
検
討
会
を
開
く
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

国
と
県
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
頂

く
も
の
で
、
総
額
五
億
一
千
万
円
、

六
カ
年
計
画
で
あ
り
ま
す
。
財
政
の

厳
し
い
合
日
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一

気
に
は
進
み
ま
せ
ん
。
従
っ
て
観
覧

席
は
川
サ
ミ
ッ
ト
に
は
間
に
合
わ
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

オ
シ
ド
リ
、
カ
モ
、
そ
の
他
の
水
鳥

が
多
く
飛
来
し
て
全
国
的
に
有
名
に

な
り
ま
し
た
が
、
バ

ー
ド
ウ

ォ
ッ
チ

ソ
グ
な
ど
も
計
画
さ
れ
、
水
鳥
の
観

察
等
に
も
取
り
組
ま
れ
て
は
如
何
で

し
ょ

う
か
。
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
教
育
長
〕
ま
ず
学
校
の
週
五
日
制

の
問
題
で
こ
ざ
い
ま
す
が
、
学
校
週

五
日
制
と
い
う
の
は
明
治
以
来
の
学

校
の
し
く
み
を
大
き
く
変
え
る
改
革

で
ご
ざ
い
ま
す
。
丁
度
近
年
労
働
日

数
が
六
日
か
ら
五
日
に
変
わ
っ
た
と

い
う
時
期
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
の
問
題
は
労
働
条
件
の
問
題
で
ご

ざ
い
ま
し
て
こ
の
五
日
制
の
問
顆
は

純
粋
に
教
育
の
問
題
と
し
て
と
ら
え

る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

週
五
日
制
の
大
き
な
目
的
は
、
社

会
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
そ
れ

に
対
応
し
て
子
供
達
が
現
在
、
将
来

を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
資
質
や
能
力
を
育
成
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
い
ま
生
じ
て
お
り
ま

す
も
ろ
も
ろ
の
子
供
達
の
問
題
、
人

間
形
成
に
か
か
る
問
題
に
対
処
し
よ

う
と
す
る
観
点
で
あ
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
子
供
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
を
生
活
の
場
と
し
て
お
り
ま
す

の
に
も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
近
年
特

に
家
庭
と
地
域
の
教
育
機
能
が
発
揮

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
ご
ざ

い
ま
す
。
学
校
教
育
は
、
と
も
す
れ

ば
知
識
の
伝
達
に
偏
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
し
、
画
一
化
、
硬
直
化
す
る
傾

向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

合
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る

子
供
の
生
活
を
貝
ま
す
と
、
遊
び
、

自
然
体
験
、
社
会
体
験
、
生
活
体
験

な
ど
が
苦
し
く
減
少
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
子
供
達
を
望
ま
し
い

人
間
形
成
の
観
点
に
立
っ
て
、
教
育

全
体
を
見
直
そ
う
と
い
う
の
が
、
合

回
の
五
日
制
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。

お
尋
ね
の
五
日
制
に
な
っ
て
、
肱

川
町
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
る
か
と
の
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
新
し
い
指
導
要
領
に
は
、
自

然
観
察
や
体
験
学
習
に
つ
い
て
、
今

ま
で
以
上
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
学
校
の
教
科
の
中
で
も
そ

の
方
向
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

又
、
教
科
外
で
も
目
的
に
添
っ
た

行
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
し
、
地
域

で
の
行
事
や
、
社
会
教
育
の
中
で
も

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
様
々
な
活
動
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

県
主
催
の
事
業
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、

熱
心
な
家
庭
で
は
参
加
し
て
お
り
ま

す。
公
民
館
に
お
き
ま
し
て
も
、
様
々

な
計
画
を
立
て
て
青
少
年
の
活
動
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

学
校
週
五
日
制
の
効
果
は
、
な
に

よ
り
も
教
育
は
、
学
校
が
行
う
も
の

だ
と
い
う
考
え
を
皆
ん
な
が
変
え
て

い
た
だ
き
ま
し
て
、
家
庭
や
地
域
社

会
が
充
分
に
役
割
を
果
た
し
て
頂
か

な
く
て
は
達
成
出
来
な
い
問
題
で
ご

ざ
い
ま
す
。
五
日
制
と
な
り
ま
す
際

に
は
、
全
家
庭
に
、
教
育
委
員
会
と
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中
野
小
学
校
の
プ
ー
ル

新
設
に
つ
い
て

校
長
会
の
名
前
で
啓
発
資
料
を
お
配

り
し
ま
し
た
が
、

充
分
で
な
い
か
と

も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
啓
発

を
続
け
て
行
く
必
要
も
あ
ろ
う
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
又
、
ご
指
摘
を

頂
き
ま
し
た
よ
う
に
身
近
な
肱
川
町

の
材
料
を
も
っ
と
活
用
し
て
の
活
動

と
い
う
の
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
の
で
、
合
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

肱
川
町
内
の
小
学
校
体
育
館
は
、

順
次
新
築
と
な
り
、
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
今
急
が
れ
て
い
る
の
が

中
野
小
学
校
の
プ
ー
ル
新
設
で
あ
り

ま
す
。
児
童
が
暑
い
炎
天
下
を
歩
い

て
町
民
プ
ー
ル
ま
で
行
っ
て
い
る
姿

を
見
る
と
、
一

年
で
も
早
く
造
っ
て

ほ
し
い
と
の
父
兄
の
要
望
は
無
理
か

ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

プ
ー
ル
を
造
る
と
な
る
と
、

旧
屋

内
運
動
場
を
取
り
壊
し
て
の
計
画
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
複
雑
な
地

形
で
す
の
で
平
地
確
保
の
た
め
、
こ

の
際
思
い
き
っ
て
住
宅
も
取
り
壊
し
、

古
く
な
っ
て
い
る
給
食
セ
ソ
タ

ー
も

同
時
に
建
て
替
え
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

〔
町
長
〕
中
野
小
学
校
の
プ
ー
）

新
設
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
要
望
の
あ

る
こ
と
は
承
知
い
た
し
て
お
り
ま
す

町
内
小
学
校
の
運
営

に
つ
い
て

の
で
、
か
ね
が
ね
そ
う
い
う
心
づ
も

り
で
や
っ
て
き
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、

合
議
会
に
屋
内
運
動
場

の
取
り
壊
し
予
算
を
提
案
し
て
お
り

ま
す
。
一
応
取
り
壊
し
を
実
施
い
た

し
ま
し
て
、
地
形
の
状
況
を
充
分
検

討
を
し
て
、
色
々
今
後
の
こ
と
を
考

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
住
宅
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
の
こ
と
は
、
合
の
と
こ
ろ
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
先
程
申
し
ま
し
た
よ

う
に
、
建
物
の
取
り
壊
し
を
し
て
か

ら
充
分
検
討
し
て
み
た
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
町
内
で
は
子
供
の
出
生
数

が
年
間
二
十
人
前
後
と
減
少
し
て
き

て
い
ま
す
。
現
在
あ
る
五
つ
の
小
学

校
で
は
、
今
後
地
域
に
よ
っ
て
十
人

を
割
る
よ
う
な
学
校
も
出
て
く
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

子
供
は
競
い
あ
い
、
励
ま
し
あ
っ

て
成
長
す
る
の
が
望
ま
し
い
わ
け
で

す
が
、
サ

ッ
カ
ー
を
す
る
に
し
て
も

ソ
フ

ト
ボ
ー
ル

な
ど
を
す
る
に
し
て

も
生
徒
の
数
が
少
な
く
、
全
て
の
行

事
の
取
り
組
み
も
難
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
後
、
町
内
の
小
学
校
運
営

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

〔教
育
長
〕
町
内
小
学
校
の
運
営
に

つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

児
童
数
の
減
少
は
、
非
常
に
心
配

な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
就
学

し
て
お
り
ま
す
児
童
と
、
ま
だ
学
校

に
行
っ
て
い
な
い
子
供
、
平
成
十
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
る
子
供
の

児
童
数
を
拾
い
上
げ
ま
す
と
、
平
成

十
六
年
度
ま
で
の
児
童
数
の
状
況
が

わ
か
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
番

小
規
模
で
あ
り
ま
す
岩
谷
小
学
校
を

除
き
ま
す
と
、
予
子
林
小
学
校
が
最

も
少
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

予
子
林
小
学
校
の
児
童
数
の
最
も
少

な
い
年
度
は
、
平
成
十
二
年
度
と
十

三
年
度
で
十
三
人
に
な
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。
岩
谷
小
学
校
を
除
く
四

校
は
し
ば
ら
く
の
間
十
人
を
割
る
よ

う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

岩
谷
小
学
校
の
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
、
過
去
平
成
七
年
の
三
月
と
平

成
八
年
の
三
月
の
二
回
質
問
を
頂
い

て
お
り
ま
す
が
、
当
時
は
十
人
な
い

し
七
人
の
生
徒
が
お
り
ま
し
た
の
で
、

当
分
の
間
現
状
で
運
営
す
る
と
い
う

お
答
え
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
年
度
は
三
人
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
検
討
も
必
要
と

思
い
ま
し
て
、
昨
年
の
十
二
月
に
岩

谷
地
区
の
保
護
者
と
役
職
の
全
て
の

方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
岩
谷

小
学
校
の
教
育
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
意
向
を
聞
く
懇
談
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
貝
が
で

ま
し
た
が
、
結
局
現
保
護
者
が
充
分

検
討
の
上
意
見
を
ま
と
め
て
頂
く
と

い
う
こ
と
で
散
会
を
し
た
よ
う
な
状

況
で
あ
り
ま
す
。

ご
指
摘
の
よ
う
に
少
人
数
と
い
う

教
育
上
の
問
題
と
残
さ
れ
た
地
域
の

人
々
の
寂
し
さ
を
考
え
ま
す
と
、
統

合
と
い
う
問
題
は
、
非
常
に
苦
し
い

選
択
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
の
上
吸
収

統
合
と
い
う
の
が
、
教
育
的
に
は
正

し
い
判
断
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

町
長
は
、

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業

の
予
算
が
平
成
七
年
度
よ
り
年
々
減

額
さ
れ
、
ダ
ム
建
設
事
業
の
後
退
を

大
変
心
配
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
十
年
度
の
転
換
を

期
し
て
、
松
山
市
長
、
愛
媛
県
知
事
、

ま
た
建
設
省
本
省
ま
で
幅
広
く
関
係

各
機
関
に
対
し
陳
情
を
さ
れ
、
私
た

ち
議
員
も
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

こ。f
 陳

情
先
で
は
、
水
源
地
と
し
て
の

肱
川
町
に
対
し
感
謝
の
言
葉
も
あ
り

ま
し
た
し
、
ま
た
、
十
年
度
予
算
の

増
額
に
つ
い
て
は
各
機
関
に
お
い
て
、

増
額
要
望
を
積
極
的
に
す
る
と
の
約

束
も
い
た
だ
き
、
現
実
に
陳
情
活
動

も
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
期
待

を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

結
果
は
予
想
を
大
き
く
裏
切
り
、

前

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
事
業

十
年
度
予
算
大
幅
減
額

に
つ
い
て

〔
町
長
〕
山
鳥
坂
ダ
ム
は
、
洪
水

年
度
比
六
七
•
五
パ
ー
セ

ソ
ト
減
の

三
億
円
と
大
幅
な
減
額
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

肱
川
町
と
し
て
は
、
県
道
付
替
ル
ー

ト
も
決
定
し
、
事
業
推
進
の
手
は
ず

も
整
え
て
お
り
ま
す
し
、
ま
た
、
水

没
地
区
関
係
者
の
高
齢
化
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
長
年
に
わ
た
る
精
神
的

負
担
も
限
界
に
き
て
お
る
よ
う
に
聞

い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
以
上
長
引
く

よ
う
で
は
、
水
源
地
と
し
て
責
任
が

持
て
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し

て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
三
点
に
つ
い
て
町

長
の
見
解
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

第
一
点
目
に
、

山
鳥
坂
ダ
ム
は
、

本
当
に
必
要
な
ダ
ム
な
の
か
。
受
益

地
等
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
よ

う
に
思
う
が
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
は
、
ダ
ム
建
設
受
入
れ
撤
回

も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
声

も
あ
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

第
二
点
目
に
、
平
成
十
年
度
の
予

算
減
額
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
と
思

う
か
。
今
後
の
対
応
は
ど
う
さ
れ
る

の
か
。第

三
点
目
に
、
こ
の
ま
ま
で
は
事

業
が
大
幅
に
遅
れ
る
と
思
う
が
、
水

没
地
区
等
関
係
者
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
処
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
今
期
の
町
長
選
出
馬
は
、

ダ
ム
問
題
の
目
ど
を
つ
け
る
こ
と
を

大
き
な
目
的
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
見
込
み
は
ど
う
か
。
目
ど
が
立
た

な
い
場
合
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。
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ダム建設予定地

u 

④
政
府
の
行
政
改
革
に
伴
う
中
央

省
庁
の
再
編
に
関
す
る
意
見
書

③
自
然
災
害
に
対
す
る
国
民
的
保

障
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書

調
節
、
流
量
調
整
、
か
ん
害
用
灰
‘

飲
料
水
、
工
業
用
水
の
供
給
と
い
う

多
く
の
目
的
を
も
っ
た
公
共
性
の
高

い
ダ
ム
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
承

知
の
と
お
り
ダ
ム
に
は
多
く
の
問
題

点
も
あ
る
訳
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
困

難
を
克
服
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
頂
い
て
受
入
れ
を
し
た
訳
で

あ
り
ま
す
。
受
入
れ
を
決
定
し
た
上

は
、
な
る
べ
く
早
く
事
業
を
進
め
て

頂
き
た
い
と
考
え
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
令
回
の
運
動
中
に
感
じ

ま
し
た
こ
と
は
、
受
益
地
は
も
ち
誦
、

関
係
機
関
の
熱
意
が
足
り
な
い
と
思
っ

た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
先
程
も
申
し

ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況

が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
の
予
算
減
額
の
理
由
は
ど

こ
に
あ
る
と
思
う
か
と
の
質
問
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
ご
承
知
の
と
お
り
非
常
に
合
、

国
で
も
財
政
問
題
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
お
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

ダ
ム
建
設
に
か
か
わ
る
条
件
整
備
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

三
点
目
に
つ
い
て
は
、
水
没
者
地

区
等
関
係
者
及
び
肱
川
町
民
の
皆
様

に
対
し
て
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て

お
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
あ
り
の

ま
ま
申
し
上
げ
て
お
わ
び
を
す
る
他

は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

合
期
の
町
長
選
の
改
選
期
は
、
十

年
度
予
算
へ
の
重
大
な
時
期
で
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
中
断
は
で
き
な
い

と
思
い
立
候
補
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
共
早
期
建
設
へ
の
努
力

を
し
て
ま
い
ら
ね
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
目
ど
の
立
た
な
い
場
合

を
想
定
し
て
の
答
弁
は
控
え
た
い
と

存
じ
ま
す
。

議
決
し
た
議
案

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
に
、

佐
久
保
恵
一
氏
（
山
鳥
坂
）
の
再
任
に

同
意
し
た
。

◎
平
成
八
年
度
肱
川
町
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
（
四
件
）

（
決
算
総
額
）

歳

入四
十
四
億
三
千
四
百
八
万
六
千
八

百
二
十
二
円

歳

出四
十
二
億
四
千
六
百
五
十
六
万

二

千
六
十
八
円

差
引
残
額

一
億
八
千
七
百
五
十

二
万
四
千
七

百
五
十
四
円

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額
六
千
万
円
で
予
算
総
額
三

十
三
億
七
千
七
百
万
円
と
し
た
。

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
＿
号
）

減
額
補
正
二
千
百
十
万
円
で
予
算

総
額
二
億
四
千
七
百
四
十
万
円
と
し

こ。t
 

◎
平
成
九
年
度
肱
川
町
簡
易
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

補
正
額
五
百
万
円
で
予
算
総
額

二
億
二
千
九
百
二
十
万
円
と
し
た
。

意
見
書

次
の
四
件
が
可
決
さ
れ
そ
れ
ぞ

れ
関
係
機
関

へ
送
付
す
る
こ
と
と

し
た
。

①
第
四
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業五
箇
年
計
画
の
策
定
と
投
資
規

模
の
大
幅
な
拡
大
及
び
そ
の
強

力
な
推
進
に
関
す
る
意
見
書

②
新
道
路
整
備
計
画
の
策
定
並
び

に
道
路
関
係
予
算
の
確
保
及
び

道
路
特
定
財
源
の
堅
持
等
に
関

す
る
意
見
書

⑭ 四
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人権柑談所開設
(1) 日

(2)場

時

所

(3)相 談 員

(4)相談内容

(5)その他

平成 9年11月4日（火）

10: 00'"'---'15: 00 

肱川町公民館

人権擁護委員

中塚 忠氏（久保部落）

菊池昭三郎氏（大和部落）

松山地方法務局大洲支局職員

差別、家庭内の問題、近隣との

紛争、借地・借家、児童•生徒

のいじめ・体罰、交通事故など

で相談のある方

秘密は厳守いたします。

相談料は無料です。

お気軽にご利用ください。

年金瀧闘 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

「明日のあなたを考えて…
年金はあなたが主人公です」

平成9年11月6日～平成9年11月12日

「年金は、世代と世代の支え合い」

そうです。

本格的な少子・高齢社会の到来を控え、公的年金制度

の果たす役割はすべての国民にとって重要であります。

公的年金制度は、世代と世代の支え合いという仕組み

であり、これからの社会の中でなくてはならない制度な

のです。

この大切な制度を、安定的に揺るぎないものとして行

くためには、「世代間扶養」を国民一人ひとりが認識す

る必要があります。

みなさん！

いつかは必ず、自分自身が支えられる時が来ます。

年金に強い関心をもってください。

年金は自分が、主人公なのだということを理解してく

ださし ‘o

WALT DISNeY PICTURES pc●30nロ—•,-.....^..........-• 
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風
の
博
物
館
に
お
い
て
、
第
11
回

風
の
映
画
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
笑
わ
せ
て
笑
わ
せ
て
、
そ

し
て
ジ
ー
ソ
と
胸
を
う
つ
感
動
の
作

品
を
上
映
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
こ
こ

で
少
し
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

＊
「
ペ
イ
プ
」

ハ
ゴ
ッ
ト
農
場
に
は
様
々
な
動
物

が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
ど
の
動
物
も

仕
事
を
持
ち
各
自
が
自
分
の
領
分
を

わ
き
ま
え
て
生
き
て
い
る
。
そ
ん
な

社
会
に
飛
び
込
ん
だ
子
ブ
タ
の
ベ
イ

ブ
は
、
世
の
中
の
ル
ー
ル
と
自
分
の

定
め
ら
れ
た
運
命
を
知
ら
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

＊
「
ク
ー
ル
・
ラ
ン

ニ
ン
グ
」

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
陸
上
選
手
が
オ
リ

ソ
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
た
が
予
選

で
転
倒
。
な
ん
と
か
し
て
オ
リ
ソ
ピ
ッ

ク
に
出
よ
う
と
、
ボ
ブ
ス
レ
ー
に
挑

戦
す
る
事
を
決
意
。
雪
な
し
カ
ネ
な

し
経
験
な
し
、
冷
蔵
庫
で
寒
さ
に
耐

え
る
訓
練
、
そ
し
て
猛
吹
雪
の
カ
ル

ガ
リ
ー
ヘ
ほ
っ
ぽ
り
出
さ
れ
大
慌
て
、

11月2日（日）

＊場所風の博物館（多目的ホール）

＊上映プログラム

15: 00------16: 30 「ペイプ」

16: 40------18: 10 「クール・ランニング」

18:30------20:00 「ペイプ」

20: 10------21 : 40 「クール・ランニング」

「
風
の
映
画
会
」
か
ら
の
お
詫
び

さ
て
そ
の
結
果
は

ご
家
族
お
友
だ
ち
お
誘
い
合
わ
せ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
な
お
、
「
風

の
映
画
会
」
会
員
の
募
集
も
常
時
受

付
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

風
の
博
物
館

6
-
――四
ー
ニ
―
八
一

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
の
広
報
で
、
今
年
度
後
期
の

上
映
予
定
の
作
品
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
し
た
が
、

11
月
2
日
に

「
も
の
の

け
姫
」
を
上
映
す
る
よ
う
に
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
フ
イ
ル
ム
配
給
元
の

理
由
に
よ
り
来
年
ま
で
地
方
上
映
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
事
と
な
り
ま
し

た
。
よ
っ
て
今
年
度
計
画
し
て
お
り

ま
す
作
品
を
繰
り
上
げ
て
上
映
し
ま

す
。

「
も
の
の
け
姫
」
は
、
地
方
上

映
可
能
に
な
り
次
第
、
上
映
い
た
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊日 時

＊入場券

第

11
回
「
風
の
映
画
祭
」
ご
案
内

般 1, 2 0 0 円

小中高生・シニア 800 円

※「風の映画会員」は無料（常時受付中）

幼稚園児は無料（保護者同伴に限る）

＊取扱所

役場（風おこし産業課）・風の博物館
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柴
柴
器
柴
柴
窃
柴
秋
の
全
国
交
通

闘
“
謡
部
臼
安
全
運
動
期
間
中

の
九
月
二
十
二
日

（
月
）
滝
山
の
赤

昇
闘
支
蒻

器
柴
器
窃
軋
瀑
姦

鳥
居
前
で
交
通

孟
森
安
全
協
会
肱
川
支

臼
屋
函
“
い

染
屯

部
婦
人
部
が
中
心

密
蒻
讐

臼

通

望

“

と

な

り

、

役

員

・

嬰
父
5
昇
“
大
洲
警
察
署
の
皆

唸
深
潔
深
窃
柴
柴
さ
ん
が
交
通
茶
屋

姦
柴
唸
柴
泰
姦
姦

森
姦
窃
唸
？
烹
器
を
開
き
ま
し
た
。

臼

昇

神

臼

当

日

は

、

午

前

森
窃
詈
呑
袋
柴
姦
十
時
か
ら
往
来
す

る
車
を
一
台
づ
つ

密
窃
染
＂
り
柴

器
窃
窃
窃
爵
森
窃

止
め
マ
ス
コ
ッ
ト

や
お
菓
子
、
ヤ
ク

昇
只
守
i
臼

ト
等
を
ド
ラ
イ

ゞ
、
ー
に
手
渡
し
、

田

娯

[

ル

田

定

丁

の

重

点

目

標

昇

□な五

柴
柴
器
彩
窃
ぷ
甜

“日ぁ“
[口匹

ねた

”ni”
あ
殿
[

じ
桑
[

釜
胃

柴
姦
培
稔
レ
怠
窃
姦

唸
ぶ
'
!
ウ
嚢

富
し
〗

柴
券
，
、
鉛
常

架
柴
栽
窃
窃
柴
森

森
染
姦
窃
器
唸
森

器
窃
柴
染
染
深
森

姦
柴
窃
柴
森
森
森

交通安全とシー トベルトの着用の呼び掛け

と
な
っ
て
い
る
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

肱
川
町
で
は
、
今
年

一
月
か
ら
八

月
ま
で
に
六
件
の
事
故
が
発
生
し
、

七
人
が
け
が
、
亡
く
な
っ
た
方
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

年
々
、
事
故
が
増
え
て
き
て
い
ま

す。
肱
川
町
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

率
は
七

0
％
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
清
用
は
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
期
間
の
重
点
目
標

の
―
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
、
ソ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転

に
心
が
け
肱
川
町
を
事
故
の
な
い
住

み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
九
年
度
愛
媛
県
総
合
防
災
訓

練
が
九
月
一
日
（
防
災
の
日
）
に
、
愛

媛
県
防
災
会
議
、
大
洲
・
喜
多
郡
の

各
防
災
会
議
の
主
催
に
よ
り
五
十
崎

町
小
田
川
河
川
敷
に
お
い
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
台
風
・
地
震
(
M

七
・
ニ
）
及
び
火
災
に
よ
り
被
害
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
三
十
四

項
目
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で

す
。訓

練
参
加
者
は
大
半
が
五
十
崎
町

内
の
住
民
及
び
各
機
関
で
他
に
大
洲

市
喜
多
郡
内
の
各
機
関
並
び
に
警
察
・

消
防
・
自
衛
隊
等
合
わ
せ
て
百
七
十

機
関
、
約
千
六
百
人
が
参
加
し
、
大

変
暑
い
中
を
訓
練
が
無
事
終
了
し
ま

し
た
。な

お
訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
別
記

の
と
お
り
で
す
。

l

交
通
応
急
対
策
訓
練
（
第
1
回）

2

広
報
訓
練

3

訓
練
開
始
宣
言

4
情
報
伝
達
訓
練
（
第
1
回）

5

災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

6

災
害
調
査
訓
練

7

情
報
伝
達
訓
練

（
第
2
回
）

8

通
信
連
絡
訓
練

（第
1
回）

9

災
害
広
報
及
び

避
難
指
示
訓
練

1
0
交
通
応
急
対
策

訓
練

1
1
小
中
学
校
生
徒
避

難
訓
練

1
2
一
般
住
民
避
難
訓
練

1
3
災
害
弱
者
避
難
訓
練

訓
練
実
施
項
目

水防工法による木流しエ

◄

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
消
火

14
水
防
工
法
訓
練

15
防
疫
訓
練

1
6
通
信
基
地
・
無
線
局
開
設
訓
練

1
7
配
電
線
復
旧
訓
練

18
緊
急
電
話
仮
設
訓
練

19
通
信
連
絡
訓
練
（
第
2
回）

20
自
衛
隊
災
害
派
遣
運
用
訓
練

21
孤
立
者
救
助
訓
練

22
地
震
発
生

23
航
空
偵
察
及
び
通
信
連
絡
訓
練

24
情
報
伝
達
訓
練
（
第
3
回）

25
広
域
応
援
運
用
訓
練

26
情
報
伝
達
訓
練
（
第
4
回）

2
7
食
糧
供
給
訓
練

28
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
訓
練

29
通
信
連
絡
訓
練
（
第
3
回）

30
被
災
者
捜
索
訓
練

31
救
出
、
救
護
訓
練

32
道
路
事
故
対
応
訓
練

33
火
災
消
火
訓
練

34
緊
急
物
資
供
給
訓
練
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今
年
か
ら
初
め
て
と
う
も
ろ
こ
し

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
森
部
落

｀
の
沖
田
夏
太
郎
さ
ん

(79
オ
）
ご
夫
婦

を
お
た
ず
ね
し
お
話
を
伺
い
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
、
た
ば
こ
の
栽
培
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
ご
長
男
が
亡
く

な
ら
れ
、
た
ば
こ
作
り
も
大
変
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
荒
ら
し
て
い
て
も

い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
知
人
の
紹
介
に
よ

り
今
年
初
め
て
四
反
の
畑
に
四
月
初

め
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
種
ま
ぎ
を
し
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
植
え
付
け
を
試
み

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

九
月
ご
ろ
か
ら
と
う
も
ろ
こ
し
の

収
穫
に
入
り
、
棚
に
干
し
、
そ
し
て
、

管
理
機
で
丹
念
に
も
ぎ
と
り
、
む
し

ろ
に
干
し
て
干
し
上
が
っ
た
も
の
が

三
十
俵
程
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

主
に
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
に
卸
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

初
め
て
試
み
ら
れ
た
と
う
も
ろ
こ

し
作
り
に
つ
い
て
の
苦
労
を
お
た
ず

ね
す
る
と
「
作
り
や
す
い
作
物
だ
が

背
が
高
く
な
る
の
で
、
台
風
が
ぎ
た

時
に
倒
れ
た
と
う
も
ろ
こ
し
を
起
こ

し
た
り
は
し
た
が
余
り
苦
労
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

又
、
い
い
も
の
が
あ
る
の
で
見
て

く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
、
納
屋
に
入
る

と
沢
山
の
ひ
ょ
う
た
ん
が
ず
ら
り
並

ん
で
い
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し

こ。t
 こ

の
ひ
ょ
う
た
ん
作
り
は
、
十
八

年
前
か
ら
趣
味
で
作
っ

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

毎
年
十
個
位
作
っ
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、

今
年
は
、
五
十
個
位
作

り
み
な
さ
ん
に
も
差
し

上
げ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ご
夫
婦
と
も
体
を
動

か
し
て
い
る
ほ
う
が
と

て
も
好
き
と
お
っ
し
ゃ

る
お
二
人
で
す
が
暇
な

時
に
は
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー

や
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
に

も
参
加
し
出
か
け
ら
れ

る
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
お
元
気
で
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

学 生 募

〇選抜方法

〇出願期間

集
〇国 立波方海員学校

〇内航船舶の船舶職員（船長・航海士・機関長・機関士）

の養成

〇修業年限

〇募集人員

〇入学資格

2年

専修 科 約80名

高等学校卒業又は高卒同等資格以上の者

（平成10年 4月 1日現在18オ～20オまで）

(1)推薦による入学者選抜

（書類審査、適性検査、面接）

(2)一般入試による入学者選抜

（国語 I、数学 I、英語 I)

薦

一般入試

推

〇問い合わせ先

10月 1日～10月31日

10月 1日～11月15日

愛媛県越智郡波方町波方

波方海員学校教務課8(0898)41-9640（代）

〒799ー 21

窪

魯

か

が

い

む

i

も
も

i
名
わ
が
．

ぷ
令•
5

み
な2バ
校
該
鯰
“
~
“

,
~
[
園
疇

「肱川町奨学生」の募集について
このことについて、下記の要領で募集します。

記

1 応募資格

(1) 高等学校（高等専門学校・盲学校・ろう学校及び養

護学校高等部）また、大学（これに準ずる教育施設）及

ぴ各種学校に在学する者並びに生涯教育に関する研修

を受ける者

(2) 学業・人物ともにすぐれ、且つ健康な者

(3) 学資の支弁が困難であると認められた者

(4) 日本国民であって保護者が、肱川町に居住する者

2 奨 学 金 の 貸 付 限 度 額

(1) 高等学校に在学する者 月額12,000円

(2) 大学に在学する者 月額24,000円

(3) 医科大学に在学する者 月額50,000円
(4) 各種学校に在学する者 月額20,000円

(5) 生涯教育に関する研修を受ける者 必要経費

3
 

申し込み方法

平成10年 4月から希望される方は平成10年 2月末日ま

でに願書を提出してください。

4 奨学生の認定

肱川町教育振興基金審査会の審査を経て町長が認定す

る。

5
 

問 い 合 わ せ 及 び 用 紙 請 求 先
肱川町教育委員会事務局 云 34-3424
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使
い
終
わ
っ
た
ら
必
ず
プ
ラ
グ
を

抜
い
て
、
ぎ
ち
ん
と
片
付
け
る
習
慣

• • 

を
お
願
い
し
ま
す
。

）
 ‘_l 

ア
イ
ロ
ン
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
の

片
付
け
忘
れ
に
注
意

今
回
は
、
ご
家
庭
で
の
電
気
器
具

使
用
後
の
後
片
付
け
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
ア
イ
ロ

ソ
や
ド
ラ
イ
ヤ
ー
は
毎
日

の
よ
う

に

使
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
使
い

終
わ
っ

た
ア
イ
ロ

ソ
の
ス
イ
ッ
チ
を

小
さ
な
子
供
が
入
れ

て
し
ま

っ
た
り、

出
し
っ
ぱ
な
し
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー

の
ス

イ
ッ
チ
が
偶
然
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

”
電
気
器
具
の
片
付
け
忘
れ
“
が
思

わ
ぬ
火
災
の
原
因
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
プ
ラ
グ
を
コ
ソ
セ

ソ
ト
に
付
け
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、

何
か

の
拍
子
に
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
と
て
も
危
険
で
す
。

ペ
ッ

ト
の
猫
が
ド
ラ
イ

ヤ
ー
の

ス

イ

ッ
チ
を
偶
然
入
れ
て
し
ま
い
火
災

に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
っ
た
人
は
責
任

を
持
っ
て
後
片
付
け
を
し
て
く
だ
さ

、0し

．

ヽ

＇ー

）
ヽ

使
い
終
わ
っ
た
ら
プ
ラ
グ
を

抜
い
て

交
通
事
故
相
談

電
話
の
相
談
も
受
付

:
c
a
o
8
9
(
9
4
5
)
2
3
3
5
 

ロロ`

 

>
万
一
事
故
が
起
こ
っ
た
ら
、
そ
の

解
決
に
お
困
り
の
方
に
無
料
交
通
事

故
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

6
0
8
9
(
9
4
5
)
2
3
3
5
 

相
談
日
：
月
曜
か
ら
金
曜

m月I

午
前
9
時
半
！

12
時

午
後
1
時
ー
4
時
4
0
分

（
祝
日
を
除
く
）

◎
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

弁
護
士
相
談
日
：
毎
週
木
曜
日

午
後
1
時
ー
4
時

相
談
場
所

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ソ
タ
ー

松
山
市
花
園
町
一

I

三

日
本
生
命
松
山
市
駅
ビ
ル

6
階

松
山
調
査
事
務
所
内

働くあなたと家族を守る労働保険

10月は労働保険適用促進月問
労働省では、 10月を「労働保険適用促進月間」と定め、全

国的に労働保険（労災保険・雇用保険）の未加入事業場の解

消に努めています。

加入していない事業主の方は、

ださし ‘o

労働保険についてのご相談•お問い合わせは

八幡浜労働基準監督署 80894(22)1750 

大洲公共職業安定所云0893(24)3191

お早めに手続きを して く

蛍光灯を上手に使おう
（財）四国電気保安協会

•こまめに明る

さを調節しま

しょう。

・定期的に器具

を濶囁しましょ
う。

・ラ ソプの取替

えも早めにし

ましょう 。

蛍光灯はラソ

プの両端が黒

ずんだら取替

えをおススメ

します。

ー

照明は、必要な所に、

必要な時に必要な明るさ

が得られるように設置し、

こまめに点滅するなど上

手な使い方をしましょう。

また、加齢とともに視

力が落ちてきますので、

照明は明る＜いたしましょ

う。 20歳を 1とすると、

60歳では3以上の明るさ

が必要です。

まず部屋の用途にあった照

明器具を選ぶことが重要です。

．勉学、読書など細かい作業

•お年寄りの部屋は十分な明
るさが得られるようにしま

しょう。

（
 

子育てなんでもダイヤル ）
 愛媛県中央児童相談所では、子育てと子供に関する

あらゆる電話相談を受け付けています。相談時間は、

年末年始と祝日を除く毎日、午前9時から午後9時ま

でです。

電話番号

ファックス

089-923-4152 

089-923-44 71 
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マ及コ葛醇に報道慣爆訪坑た肱』靡甘

9/9 愛媛新聞

読売新間

朝日新間

山鳥坂ダム予算減住民に危椴感

肱川町議会建設省に説明求める

毎日新間 「中予分水合意が必要」山鳥坂ダム建設

で建設省

山鳥坂ダム国予算減額

応批判

肱川町議会建設省などと意見交換

山鳥坂ダム建設費減額に危機感

肱川町議会が関係者にただす

県や松山市の対

9 /13愛媛新聞

9 /24 II 

9 /29 NHKテレピ

9/30愛媛新聞

“
 

II 

味覚で広がる秋の気配観光クリ園オープン ．

人気呼ぶ肱川イベント

町の特産品や郷土芸能PR

えひめイプニングニュース

山鳥坂ダム（建設分水）対策協議会

肱川流域振興自治体一体で山鳥坂ダム対策協

議会

ともに生きる 愛媛のポランティア

マッサージ戒野智恵子
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ま
ご
こ
ろ
ゆ
う
パ
ッ
ク
贈
る

肱
川
町
、
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
根
共
同
募
金
の
期
間
中
で
す
の
で
、

会
で
は
、
毎
年
、
町
内
に
在
住
さ
れ
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

て
い
る
満
七
十
歳
以
上
で
独
居
老
人
げ
ま
す
。

の
方
々
に
「
ま
ご
こ
ろ
、
ゆ
う
パ
ッ

ク
」
を
九
月
十
三
日
贈
り
ま
し
た
。

町
内
に
五
十
七
人
お
ら
れ
る
方
々
に
、

日
用
品
、
し
好
品
な
ど
十
六
種
類
を

詰
め
合
わ
せ
た
小
包
み
を
送
り
、
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
郵
便
局
の
方
々

が
中
味
を
取
り
集
め
て
い
た
だ
ぎ
、

発
送
の
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
費
用
は
、
肱
川
町
と
共
同
募

金
の
一
般
配
分
金
で
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
十
月
一
日
よ
り
赤
い
羽

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎
年
六

回
(
+
月
！
三
月
）
ま
で
月
一
回
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
老
人
を
対
象
に
給
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
度

は
約
六
十
五
人
の
方
が
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
お
と
し
よ
り
か
ら
は
、
大
変

喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
民
生
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

肱
川
町
社
協
で
は
、
在
宅
ね
た
き

り
者
を
対
象
に
紙
お
む
つ
の
一
部
を

無
料
で
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
在
宅
で
長
期
に
わ
た
り
、
ね
た

き
り
の
状
態
に
あ
る
人
に
、
紙
お
む

つ
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
衛
生

的
で
快
適
な
生
活
と
介
護
者
の
肉
体

的
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
九
月
末
現
在
、
二
十
人
の
方
々

紙おむつの
給食サーピスについて支給について

社゚
協
だ

~しよ
り

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2340 

瓢瓢鯉匪廊翠喜顧紺郎磁鸞
し、最なの最しにで、ンいラさ便ル央ドはとんこ三虔
ち後 が皆初た大はャに、ノつ局フ・ ‘親合ぽの世三中
ゃ のらさの゜き‘ップドの長を小高子わ健事代-
ん方りんうグな高フレにあ‘楽藪学でせ康業交で＇
‘はフにちラ歓得ル l分と老し-年‘ンて増は流 は 学

お上レ教生、ノ声点ボをか‘人みとはヤ行進郵ノを九校
ば達 lぇ徒ドがが l行れ体会ま？老ツい支便打月へ
あしでてはゴ出出ドし‘て育長しフ人フ‘援局い十校
ちー し も老ルてるゲま思館のた‘/、会ル低事のま
やおたら人フいた l し いとあ°トヘボ学業一 -日佐
んし、い会はまびム;思グい郵ゴ中 l年ーか℃に川

が
支
給
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
紙

お
む
つ
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
思
わ

れ
る
方
は
、
民
生
委
員
さ
ん
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
下
さ
い
。

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ベ
ッ
ド
・

エ
ア
マ
ッ
ト
・
車
イ
ス
・
マ
ッ

ト
レ

ス
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
こ
の
日

常
生
活
貸
出
用
具
及
び
紙
お
む
つ
の

費
用
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ご

こ
ろ
金
庫
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
浄

財
で
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

町老人クラブ運動会案内

肱川町老人クラプ連合会では10月
31日に老人運動会を開催いたします。

午前中は軽スポーツのゲームを楽し

み、午後は演芸大会になります。尚

本年度は、歌手南涼子さんのショー

を予定していますので多数の方々を

お待ち申し上げています。
南涼子さんのショーは午後 1時半

頃からの予定です。

に
勝
っ
た
」
の
声
で
大
は
し
ゃ
ぎ
で

し
た
。
台
風
十
九
号
通
過
後
の
秋
空

の
下
、
三
世
代
合
同
で
の
半
日
を
過

ご
し
忘
れ
ら
れ
な
い
日
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
情
操
教
育

の
上
で
も
こ
の
よ
う
な
事
業
を
多
く

取
り
入
れ
す
こ
や
か
な
子
供
が
育
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

維 九
月
十
九
日
に
喜
多
郡
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
ク

ロ
ッ
ケ
ー
大
会

が
内
子
町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
通
過
後
で
の
秋
空
の
下
、

選
手
は
熱
い
プ
レ
ー
に
頑
張
ら
れ
た

よ
う
で
す
。
郡
内
三
十
ニ
チ
ー
ム
が

参
加
し
、
小
園
会
長
の
あ
い
さ
つ
の

あ
と
リ
ー
グ
戦
に
入
り
ま
し
た
。
肱

川
町
よ
り
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
各
チ
ー
ム
と
も
強
豪
チ
ー
ム

に
惜
敗
し
、
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ソ

ト
戦

に
は
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
位
、

二
位
を
内
子
町
の
チ
ー
ム
が
独
占
し
、

県
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
郡
内
の

ク
ロ
ッ
ケ
ー
仲
間
、
試
合
の
談
義
に

話
も
は
ず
み
、
楽
し
い
一
日
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。飽

十
月
に
入
り
、
私
達
の
身
の
回
り

も
、
空
も
、
山
も
秋
の
風
情
が
増
し

て
き
た
。
九
月
は
暑
い
中
、
多
く
の

行
事
が
あ
り
気
分
も
体
も
疲
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
運
動
会
、
敬
老
会
と
多

く
の
行
事
が
あ
っ
た
。
松
山
イ
ベ
ン

ト
広
場
に
お
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
が
作
っ

か
や

た
茅
の
コ
オ
ロ
ギ
が
売
れ
た
。
一
匹

作
る
の
に
二
十
分
く
ら
い
か
か
る
が
、

三
匹
を
一
本
の
茅
に
付
け
て
い
る
と
、

な
か
な
か
よ
い
も
の
で
あ
る
。

材
料
代
も
い
ら
な
い
、
ど
こ
で
も

い
つ
で
も
出
来
る
こ
の
茅
虫
を
多
く

の
方
々
に
作
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
あ
る
。
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JAでは、昨年の「くじらキャンペーン」に引き続き今年もスピードくじ付貯金

「当ててちょきんぎょ」を実施する事になりました。

今後テレビCMにて全国版でPRして行く事になっておりますが、どうか今か

ら計画を立てられ是非共くじ付貯金をご利用頂きますようお願い申し上げます。

内容については次の通りです。

日．取扱期間〕 平成9年11月 1日～平成9年12月30日

（2.取扱対象者〕 1固人取引先とする。

（3．対象商品〕

(1)定期貯金

・種 類スーパ一定期貯金、期日指定定期貯金、変動金利定期貯金

・抽選権の付与基準 1年以上の新規定期貯金を対象とし、預入10万円につき 1本の抽選

権利を付与する。

(2)定期積金

・種類 スーパー積金（サエラ定積、夢浪漫21定積、味覚定積等を含む）

・抽選権の付与基準 契約額50万円につき 1本の抽選権利を付与する。

なお、サエラ定積は契約額36万円以上に 1本の抽選権利を付与する。

(3)貯蓄貯金

・種類 スーパー貯蓄貯金

・抽選権の付与基準 新規口座開設のうえ残高10万円以上に 1本の抽選権利を付与する。

ただし、普通貯金等に年金、 3大公共料金、給振のいずれかをセットしている者に限る。

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

,------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------, 

中途解約:
いずれも原則として 1年以内の解約はできないこととする。

：中途解約は管理者キー取引のため、管理者は十分注意する。 ： 
の 対 応 ：＇くじを引いた後の中途解約の場合、再度契約してもくじは引けないこととする。 ； 

し—- - - - - - - - - ------------------------------ ------------ ----------------------------------------------

ユニット構成等

（ユニット例）

当選金 は

税引前金額

・スピードくじの配布基準(1枚当たり）

a.定期貯金（新規）10万円毎に 1枚
b.定期積金の新規契約額50万円毎に 1枚

（ただし、サエラ定積は新規契約 1件 [36万円以上］に 1枚）
C.貯蓄貯金を口座開設し残高10万円以上に 1枚

（ただし、普通貯金等に年金 ・公共料金・給振のいずれかをセットして

いるものに限る。 ）

. 1ユニット当たりの当選確率・コスト

1ユニット1.000本（定期貯金で 1億円の場合）

1等 30,000円 2本 60.000円
2等 10,000円 4本 40,000円
3等 3.750円 10本 37,500円
4等 1.250円 70本 87,500円
5等金魚グッズ 100本 33,830円

合計 186本 258,830円
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~JA年金友の会
会員の方へ～

クアライフ宇和島
大人1人1,500円を

1,300円

宇和島市高串1-435-1ff(0895) 24-7788 

こ優待割引券
令治健康ランド 所定：悶
今治市松本町5丁目1番地1も(0898)22-2615 平8500円引

※但し、盆、年末年始、G W、指定日除く 日曜・祝a300円引

鈍川温泉皆楽荘成川温泉湯元荘
北宇和郡広見町奈良1331ff(0895)45-2828 
※但し、盆、年末年始、 GW院＜

宿泊料金

1割引

ゆう湯さかの温泉 大人1人品8は
大洲市平野町野田1713合 (0893)24-1211小人1人340円を
※但し、1枚で家族は全員割引の対象とする 250円

（裏面もあります）

越智郡玉川町鈍川甲283ff(0898)55-2350 

リーガアクアガーテン
通常料金1,500円を

1,200円
シーズン料金2,000円を

新居浜市前田町6-9合 (0897)37-1212 1,500円

※本（牛は ー・葉こ’ー名様とさせていただきます。 ※料金改定の場合は、随時変更いたします。

※団体割り 1 等 、 他の割引との併用は出来ません。 ※本(1•の使用は、 JA年金友の会会員に限ります。
※施設の都合によ り、入場をお断 リする場合があります。

［有効期限／平成10年9月30町 ・‘'A農協／

JA年金

~JA年金友の会

会員の方へ～ こ偏待割引券
たかの子温泉
松山市鷹子町744合 (089)975-0311
※但し、宿泊は、年末年始除〈 。宿油料金 1割引

演芸入浴セット料

大人1人1,000円を800Pl
演芸入場料

大人1人730円を520Pl

松山いよてつ員顧ランド大人155協闊
小人1人150円引

松山市南久米町3番地1n(089)975-0611 

久万の台温泉
大人1人350円を

300円

松山市久万ノ台1165番地合(089)926-2641 

冗

権

気

現

人

温

｀ 面もあります）

村
伊予郡松前町北黒田も(089)984-7771

泉

大人1人1,800円を

1,400円

松山市権現町670番地合(089)978-0334

ニュー星の岡温泉：悶品翌闘
入泉料金大人 200円引

小人 100円引
松山市星岡町乙45ff(089)958-6700 

※本件は．．菓ごー名様とさせていただきます。 ※料金改定の場合は、随時変更いたします。
JA年金

※f-t/f本割りl等、他の割引との1井用は出来ません。※本件の使用は、 JA年金友の会全員に限 ります。

※施設の都合によ り、入場をお断 りする場合があります。

【有効期限／平成10年9月30日】 •‘’‘ 農協／

大人1人350円を

250Pl 

大人1人380円を

300円
宿泊料金

1割引

J

A
肱
川
年
金
友
の
会
は
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

に
よ
り
益
々
発
展
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
県
下
各
温
泉
、
健
康
ラ
ン
ド
等
の
ご
優
待

割
引
券
が
出
来
て
き
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は
本
所
、

各
支
所
の
窓
口
に
置
い
て
有
り
ま
す
の
で
ご
自
由
に

お
取
り
頂
き
、
ご
利
用
下
さ
い
。

‘‘ー

1.開催日時

平成9年11月22日（土）
23日（日）

1 0 : 00,....__, 17 : 00 
9 : 00,....__,15 : 30 

2.開催場所

愛媛県県民文化会館（松山市道後町）

愛媛県農業試験場跡地（松山市道後一万）

3.主な行事

0ふるさと文化 ・産物展

（創り・伝える特産工芸品展、ふるさとお国自慢展、むらのニュー

フェース、水産ワールド、えひめの食文化展）

〇技の情報発信展

（農高生等による技術・アイディア展、いきいきシニア創作展）

0ふるさと感謝の広場（記念もちまき、わいわいふるさと市）

〇親子のふれあい広場（野間馬さんに乗ろう、かわいい動物広場、

おさかなと遊ぽう、遊木（勇気）コーナー、ファミリ ー「木工・

木工」コーナー）

〇協賛展

（農林水産商工諸団体による展示即売、農高生等による手作り産品

即売、伸びる愛媛の花き展青年団の活動展示と即売）

え
ひ
め
産
業
文
化
ま
つ
り
は
、
平
成
九
年
度
県
民
総
合
文
化
祭
の
一

環
と
し
て
、
県
下
の
市
町
村
、
商
工
団
体
、
農
林
水
産
団
体
並
び
に
消

費
者
団
体
の
参
加
に
よ
り
、
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
県
内
の
各
種
産
業
や
伝
統
文
化
に
対
す
る
理
解
と
親
し
み
を

深
め
、
健
康
で
潤
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
愛
媛
づ
く
り
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
地
域
特
産
品
の
展
示
・
即
売
、
創
り
・
伝
え
る
特
産
工

芸
品
展
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど
の
多
彩
な
イ
ベ
ソ

ト
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
越
し
下
さ
い
。

‘‘̀ 
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！ 一一攣" -9年 → ←
’̂’ ！ 

一椎茸市況． i 
i ~、 ン ― 一ーエ―----=~ ' 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ~ 
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！ ！ 
！ 平成 9年 9月26日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

i 県森連市況 大洲木市より （単位面当り：円） 市売日平成 9年 9月30日 ！ 

！ 
市売数呈・・・1,540ケー ス 28, 100kg 

！ スギヒノキマッ 平均単価 5,012円 ！ 

！ 
長さ末口径

直曲がり直曲がり 直
その他 銘 柄別単価

! 7cm下本 383本 245本 523本 416 銘柄 価 格相場銘柄 価 格 相場！

l I Is cm上本 452本 435本 783本 435 こうこ 8,500 ~ 9,500 強特用大 5,400~ 6,000 強 ！ 

~ 14 mil~ cm上 23,600 -39,000 -18CID上18,000 大 厚 7,200~ 7,800 強特用中 5,400~ 6,400 強 ！
! 18 cm上19,900 -42,000 -4叫 19,OOO

2 4 cm上21,goo I -I 45, ooo I -J30cm上29,000 中 厚 8,300~ 9,400 強特用中小 5,100~ 6,300 強 i i 7cm下本 179本 145本 231本 145 中小厚 6,500~ 8,100 強特用小 4,300~ 5,000 強 ！ 
8 cm上本 295本 295本 435本 435

， 
! 

小 厚 4,600~ 5,000 強大パレ 3,800~ 4,300 保‘
11 cm上14,soo1. 122,4001 I I I•~ 

! 3 m 13 cm上 18,500 -34,000 -18CID上18,000 大ウス 6,000~7,900 強中パレ 4,000~ 4,400 保 i 
! 18 cm上 18,500 -34,000 -24叫 19,000 中ウス 6,800 ~ 7,300 強中小パレ 3,700 ~ 4,300 保 i 
l 

2 4 cm上17, soo I -I 30, ooo I 130cm上
7 cm下本 50本一本 50本 一

中小ウス 5,600 ~ 6,200 強小パレ 2,100 ~ 3,200 保 i 

2m 
! 8 cm上本一本 一本 一 本 一 小ウス 4,000~ 4,900 強変形 3,500~ 6,100 強 ！

I IL, 11111-6 cm上 s,ooo I. -I 20, ooo I. -113⑳J: ジャミ 1,800 ~ 3,300 保色悪ウス 2,800 ~ 6,000 強 i 
! 30 cm上 CID上

13 cm上24,8001 158,800 
どんこ大 7,600 ~ 9,620 強色悪パレ 2,200 ~ 3,300 保 i ! 6m 18 cm 21 000 50 700 どんこ中 5,500 ~ 6,900 強 4粒ドソコ ～ ！ 

！ 特選 105,000 300,000 どんこ小 4,800 ~ 5,500 保スライス 1,500 ~ 4,600 強 ！ 

！ 足 場 1m当たり円～円 概況 入札商社 29社の招待市は依然と して相場は強い。特に色の良い中厚 t
特市の御協力ありがとうございました。良材の出材多く買方の多数参加で活況。 ～中ウスを中心に進物系が平均単価を上げている。 しかし、パレ葉～格！ 備考依然、杉、桧共柱中心に保合。桧枝打ち優良材は品薄の為、買気強い。 外を中心に横ばいになって来た。秋子は少量でも早めの出荷をお願いし ！ 

！ ます。 i 
¥.-------------------------------・--------.J------------------」

十
月
一
日
ー
六
日
に
、

各
地
区
に
於
い
て
、
県

森
連
椎
茸
セ
ソ
タ
ー
及

び
（
財
）
日
本
き
の
こ
セ

ソ
タ
ー
の
御
協
力
を
得

て
肱
川
町
椎
茸
生
産
販

売
協
議
会
の
平
成
九
年

度
秋
季
椎
茸
座
談
会
を

開
催
し
た
。
内
容
は
次

の
通
り
。

一
市
況
の
動
向

最
新
市
況
と
し
て
九

月
三
十
日
の
第
八
四

二

回
市
を
中
心
に
説
明
。

平
均
単
価
が
十
四
年
ぶ

り
に
五
、

0
0
0
円
台

に
な
り
、
今
後
二
？
三

年
は
四
、
五

0
0
円
ー

五、

0
0
0
円
で
推
移

し
て
い
く
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
単
価
を
維

持
す
る
た
め
に
は
最
低

で
も
現
在
の
生
産
量
以

上
が
必
要
で
あ
り
、
安

定
植
菌
を
呼
び
か
け
た
。

銘
柄
別
で
は
四
？
七

cm

の
色
、
形
の
良
い
物
が

高
く
、
小
葉
、
格
外
は

安
い
。

特
に
変
形
、
色

落
ち
が
多
い
。
防
風
垣

の
設
置
や
乾
燥
に
気
を

付
け
た
い
。

秋
本
番
、

椎
茸
始
ま
る

二
格
外
が
多
い
原
因

①
ほ
だ
木
が
未
熟

②
降
雨
不
足

③
ほ
だ
場
が
寒
い

④
発
生
操
作
を
し
な
い

⑤
採
取
遅
れ

⑥
乾
燥
技
術

⑦
そ
の
他

,．
 

三
秋
の
作
業

高
値
市
況
が
続
い
て
お
り
、
今
こ

そ
増
産
の
チ
ャ
ソ
ス
で
あ
り
、
原
木

伐
採
計
画
を
始
め
、
新
ほ
だ
、
古
ほ

だ
の
発
生
可
能
な
ほ
だ
木
は
全
て
活

用
し
、
一
枚
で
も
多
く
発
生
さ
せ
る

方
法
を
説
明
。

①
伐
採
計
画

•
原
木
手
配
を
早
め
に
計
画
し
よ
う
。

．
伐
採
予
定
地
の
下
刈
り
を
し
て
お

こ
う
。

・
ほ
だ
木
作
り
は
裸
地
伏
せ
が
基
本
。

②
発
生
操
作

•
新
ほ
だ
木
は
、
最
低
気
温
が
各
品

種
の
芽
切
り
温
度
以
下
に
下
が
っ

た
時
、
ほ
だ
起
こ
し
を
行
う
。

・
古
ほ
だ
木
は
、
各
品
種
前
記
の
温

度
以
下
の
降
雨
中
に
ク
ギ
目
か
ナ

タ
目
を
入
れ
る
。

四
乾
燥
技
術

①
乾
燥
前
の
注
意

・
椎
茸
を
傷
め
な
い
。

・
エ
ビ
ラ
に
並
べ
る
時
、
茸
が
重
な

ら
な
い
様
に
す
る
。

・
基
本
的
に
は
ヒ
ダ
に
風
を
当
て
る
。

・
大
き
い
（
厚
い
）
茸
は
熱
の
よ
く
効

く
所
へ
入
れ
る
。

・
採
取
し
た
茸
は
速
や
か
に
乾
燥
に

取
り
掛
か
る
。

・
乾
燥
場
の
換
気
を
促
す
。

②
乾
燥
の
問
題
点

〈
ヒ
ダ
が
色
良
く
仕
上
が
ら
な
い
〉

・
乾
燥
場
の
換
気
が
良
く
な
い
。

．
雨
子
は
乾
燥
機
で
日
和
子
に
す
る
。

・
設
定
温
度
が
高
い
。

．
湿
度
の
上
昇
が
早
い
。

・
循
環
機
の
使
用
が
早
い
。

〈
乾
燥
に
時
間
が
か
か
る
〉

・
乾
燥
場
の
換
気
が
良
く
な
い
。

・
循
環
機
の
使
用
が
早
い
。

・
大
き
い
椎
茸
が
温
度
の
効
き
の
悪

い
上
層
部
の
エ
ビ
ラ
に
あ
る
。

曇

・
温
度
が
低
す
ぎ
る
。

〈
乾
燥
中
に
変
形
す
る
〉

・
エ
ビ
ラ
に
詰
め
す
ぎ
る
。

・
ほ
だ
場
が
悪
い
。

秋
も
深
ま
り
、
原
木
も
次
第
に
色

づ
き
始
め
て
来
る
が
、
原
木
伐
採
は

椎
茸
づ
く
り
の
最
初
の
作
業
で
あ
り
、

適
期
を
逃
さ
ず
作
業
を
し
て
下
さ
い
。

当
町
は
椎
茸
原
木
が
豊
富
で
あ
り
、

林
家
の
所
得
向
上
、
地
域
の
活
性
化

又
、
原
木
の
有
効
利
用
の
た
め
に
も

安
定
植
菌
を
し
、
椎
茸
生
産
計
画
に

よ
り
、
高
齢
化
・
労
力
不
足
等
の
問

題
を
乗
り
越
え
、
夢
の
あ
る
椎
茸
づ

く
り
を
行
っ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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エ
ン
ド
ウ
秋
ま
き
栽
培

一

野

菜

―

①

＂

□
□
[
□B
前
ま
て
に
は
、

a

I

エ

ン

ド

ウ

の

栽

培

当

た

り

成

分

量

で

窒

素

5
柊
、
燐
酸

西
南
暖
地
に
お
け
る
野
菜
の
種
ま

10kg
、
加
里
6
k
g
を
施
し
土
と
十
分

き
時
期
は
、
年
間
を
通
し
春
と
秋
の
混
和
し
た
後
、
畦
幅
1

m
の
カ
マ
ボ

二
回
あ
り
ま
す
。
春
は
果
菜
類
、
秋
コ
型
短
冊
畦
を
作
り
ま
す
。

は
葉
菜
類
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
②
種
ま
き

秋
ま
き
は

9
月
い
っ
ぱ
い
の
も
の
が
種
ま
き
は
、

10
月
中
に
天
候
を
見

ほ
と
ん
ど
で
、

910
月
に
種
ま
き
で
き
計
ら
っ
て
雨
天
の
前
日
に
、
畦
の
中

る
野
菜
は
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
央
部
へ
株
間
60cm
間
隔
で
、

1
ヶ
所

そ
こ
で
今
回
は
、

10
月
に
種
ま
き
で

2

|

3
粒
を
点
ま
き
し

1
ー
2
c
m
の

き
る
野
菜
の
中
で
、
栄
養
価
が
高
く
覆
土
を
し
ま
す
。
ま
た
、
補
植
用
と

栽
培
も
簡
単
な
工
ソ
ド
ウ
の
栽
培
に
し
て
各
畦
の
端
に

20
粒
程
度
、

5
c
m

つ

い

て

紹

介

し

ま

す

。

間

隔

で

播

種

し

て

お

き

ま

す

。

1

品

種

③

補

植

・

間

引

き

工
ソ
ド
ゥ
は
利
用
部
位
か
ら
む
き
補
植
は
本
葉
2
枚
頃
ま
で
に
行
い

実
エ
ソ
ド
ゥ
と
英
エ
ソ
ド
ウ
に
分
け
ま
す
。
間
引
き
は
本
葉
3
ー
4
枚
頃

ら
れ
ま
す
が
、
数
年
前
、
洋
食
化
の
に

1
穴

l

|

2
株
残
し
て
、
あ
と
は

拡
大
に
と
も
な
い
、
サ
ラ
ダ
感
覚
で
間
引
ぎ
ま
す
。

実
、
英
と
も
利
用
で
き
る
青
実

の

ス

④

防

風

・

防

寒

ナ
ッ
プ
（
ス
ナ
ッ
ク
）
エ
ソ
ド
ウ
が
登

11
月
下
旬
頃
、
株
元
に
堆
肥
や
ワ

場
し
ま
し
た
。
わ
が
国
で
の
む
き
実
ラ
な
ど
を
敷
く
と
と
も
に
、
長
さ

30

工
ソ
ド
ウ
の
代
表
品
種
と
し
て
は
碓

Cm

程
度
の
笹
竹
を
株
元
近
く
に
立
て

井
（
う
す
い
）
、
英
エ
ソ
ド
ウ
で
は
オ
強
風
や
凍
害
を
防
ぎ
ま
す
。

ラ
ソ
ダ
や
絹
英
種
が
あ
り
ま
す
が
、
⑤
支
柱
立
て

ス
ナ
ッ
プ
エ
ソ
ド
ウ
で
は
、
グ
ル
メ
、
蔓
が
伸
び
は
じ
め
る
前
の

3
月
上

ジ
ャ
ッ
キ
ー
、
ス
ナ
ッ
ク
等
の
品
種
旬
、
長
さ

一
五
O

cm
の
笹
竹
を
株
ご

が

あ

り

ま

す

。

と

に

立

て

ま

す

。

2

栽

培

の

ポ

イ

ン

ト

⑥

誘

引

・

整

枝

愛
媛
県
に
お
け
る
エ
ソ
ド
ウ
の
作
主
枝
は

2

m
程
度
伸
び
た
と
こ
ろ

型
は
、
露
地
で
秋
ま
き
が

一

般

的

で

で

摘

芯
し
ま
す
。
側
枝
は
竹
枝
へ
沿
っ

す
が
、
エ
ソ
ド
ウ
の
生
育
並
び
に
結
て
バ
ラ
ソ
ス
よ
く
誘
引
し
ま
す
が
、

英
の
適
温
が

1
5
|
2
0
℃
で
あ
る
こ
と
四
月
以
降
に
発
生
す
る
側
枝
は
早
め

か
ら
、
西
南
暖
地
で
は
ほ
ぼ
年
中
栽
に
摘
み
取
り
、
生
育
後
期
の
過
繁
茂

培
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、

5
℃
以
を
防
ぎ
ま
す
。

下
の
気
温
で
は
開
花
が
少
な
く
結
実
⑦
追
肥

も
不
完
全
と
な
る
こ
と
か
ら
、
冬
期
開
花
始
め
期
頃
を
目
安
に
、
第
一

の
収
穫
は
一
部
の
無
霜
地
帯
を
除
き
回
目
を
施
用
し
ま
す
。
施
用
量
は
成

困
難
で
す
。
ま
た
、
エ
ソ
ド
ゥ
は
連
分
量
で

1
0
a
当
た
り
窒
素
、
加
里
と

作
障
害
が
発
生
し
や
す
い
作
物
な
の
も
に
2

|

3
槌
。
第
二
回
目
は
生
育
、

で
、
五
年
以
上
の
休
栽
が
必
要
で
す
。
収
量
を
見
な
が
ら
適
宜
施
用
し
ま
す
。

施
用
量
は
同
じ
程
度
で
す
。

⑧

収

穫

英
エ
ソ
ド
ゥ
は
子
実
が
わ
ず
か
に

膨
ら
み
を
持
つ
頃
ま
で
に
収
穫
し
ま

す
。
実
え
ん
ど
う
は
子
実
が
十
分
膨

ら
み
英
の
緑
色
が
ぬ
け
始
め
る
頃
に
、

ス
ナ
ッ
プ
エ
ソ

ド
ゥ
は
、
子
実
が
膨

ら
み
英
が
鮮
緑
色
の
頃
に
遅
れ
な
い

よ
う
収
穫
し
ま
す
。

⑨

防

除
工
ソ
ド
ウ
に
発
生
す
る
病
害
虫
は

次
の
と
お
り
で
す
。
よ
く
観
察
し
て

早
期
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

（
病
気
）

褐
斑
・
褐
紋
病
に
は
ト
ッ
プ
ジ
ソ

M
水
和
剤
一
、
五

0
0
倍
。
う
ど
ん

こ
病
に
は
ラ
リ
ー
水
和
剤
四
、

0
0

0
倍
。
灰
色
か
び
病
に
は
サ
シ
ョ
ー

ル
五

0
0倍。

（
害
虫
）

ナ
モ
グ
リ
バ
エ
（
エ
カ
キ
ム
シ
）
や

ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
は
ア
デ
ィ
オ
ソ
乳
剤

三、

0
0
0
倍
。
ア
プ
ラ
ム

シ
は
ス

ミ
チ
オ
ソ
乳
剤
一
、

0
0
0倍。

II

き
ゅ
う
リ
の
ウ
イ
ル
ス
病
対
策

肱
川
町
の
特
産
野
菜
と
し
て
、
春

か
ら
秋
に
か
け
盛
ん
に
き
ゅ
う
り
が

栽
培
さ
れ
ま
す
が
、
近
年
ウ
イ
ル
ス

病
の
発
生
が
夏
き
ゅ
う
り
を
中
心
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
き
ゅ
う
り
の
ウ

イ
ル
ス
病
に
は
、
現
在
七
種
類
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ブ
ラ

ム
シ
に
よ
る
虫
媒
伝
染
で
す
。
こ
の

た
め
ウ
イ
ル
ス
病
防
除
の
第
一
は
、

ア
プ
ラ
ム
シ
を
防
除
す
る
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
ア
プ
ラ
ム
シ
は
四
季
を
通

し
、
ほ
と
ん
ど
の
植
物
に
移
動
し
て

寄
生
し
ま
す
か
ら
、
年
間
を
通
じ
地

域
全
体
で
防
除
す
る
こ
と
が
大
切
で

す。
き
ゅ
う
り
に
ウ
イ
ル
ス
病
を
媒
介

す
る
主
な
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
、
ワ
タ
ア

ブ
ラ
ム
シ
と
モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ

で
す
が
、
こ
れ
ら
の
生
活
史
を
見
る

と
、
年
間
を
通
じ
五
月
と
十
月
の
二

政
明

回
有
翅
と
な
り
、
春
に
花
木
や
果
樹

か
ら
き
ゅ
う
り
等
の
野
菜
へ
移
動
し

て
増
殖
し
、
秋
は
野
菜
か
ら
花
木
、
果

樹
へ
移
動
し
卵
で
越
冬
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
防
除
に
あ
た
っ

て
は
、
有
翅
に
な
っ
て
き
ゅ
う
り
に

寄
生
す
る
前
に
防
除
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
十
月
以
降

翌
年
の
五
月
ま
で
に
、
次
年
度
き
ゅ

う
り
の
作
付
を
予
定
し
て
い
る
場
所

近
隣
の
、
花
木
や
果
樹
を
中
心
に
よ

＜
防
除
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
防
除

薬
剤
は
散
布
す
る
花
木
・
果
樹
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。
こ
の
防
除
は
直
接
き
ゅ
う
り
を

対
象
と
し
な
い
の
で
無
駄
な
防
除
の

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
先
を
見
通

し
た
防
除
は
、
き
っ
と
近
い
将
来
ぎ
ゅ

う
り
ウ
イ
ル
ス
病
予
防
を
に
良
い
効

果
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
い
ま
す
。

係

長

芝

一

意

＿

畜

産

―

飼
料
作
物
管
理
と
稲
ワ
ラ
の
確
保
に

つ
い
て

夏
作
物
の
生
育
・
収
穫
遅
れ
、
更

に
は
稲
ワ
ラ
の
収
穫
作
業
等
と
の
競

合
に
よ
り
冬
作
物
（
イ
タ
リ
ア
ソ
ラ

イ
グ
ラ
ス
等
）
が
播
き
遅
れ
た
場
合

は
、
中
晩
生
ー
晩
生
品
種
を
選
定
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
遅
播
き
で
は
ど
う
し
て
も

冬
枯
れ
に
よ
る
欠
株
発
生
と
な
る
た

め
飼
料
用
大
麦
、
ラ
イ
麦
等
と
の
混

播
栽
培
で
、
有
効
株
数
を
確
保
す
る

の
も
―
つ
の
方
法
で
す
。

稲
ワ
ラ
収
納
に
あ
た
っ
て
は
、
天

候
を
よ
く
見
定
め
て
行
い
、
雨
の
降

り
そ
う
な
と
き
や
作
業
の
都
合
で
収

納
で
き
な
い
場
合
は
、
集
積
し
て
、
ソ
ー

ト
カ
バ
ー
で
覆
い
、
雨
露
に
当
た
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

技

師

高

野

11
月
4
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

11
月
5
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
6
日
（
木
）
宇
和
JI
南
方
面

11
月
11
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

11
月
12
日
（
水
）
岩
谷
方
面

11
月
13
日
（
木
）
大
谷
方
面

11
月
18
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

11
月
19
日
（
水
）
中
津
方
面

11
月
20
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

11
月
25
日
（
火
）月
野
尾
・
小
藪
方
面

11
月
26
日
（
水
）
岩
谷
方
面

11
月
27
日
（
木
）
大
谷
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

11
月
1
日
（
土
）
大
屋
敷
・
大
平

11
月
5
日
（
水
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1
1月
7

日

（
金
）
藤
野
原
•
町

11
月
10
日
（
月
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

11
月
12
日
（
水
）
久
保

11
月
14
日
（
金
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

11
月
17
日
（
月
）
広
常
・
影
地

11
月
18
日
（火）
中
津
・
小
倉

11
月
19
日
（
水
）
森

・
肱
栄
・
硯

久
下
・
樋
野
ロ
・
汗
生

11
月
21
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

11
月
25
日
（
火
）
中
居
谷

・
嘉
城

共
栄
・
道
野
尾
・
赤
岩

11
月
27
日
（
木
）
大
駄
場
・

柳
・
郷

瓜
生
谷

11
月
29
日
（
土
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

11
月
21
日
（
金
）
宇
和
川
方
面
配
達

1
1
月
醤
油
配
達
予
定
表
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十
月

一
日
開
催
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
教
育
委
員
長
に
池
田
義

喜
氏
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
冨
永
武
雄
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
民
総
合
文
化
祭
が
、
十
一
月
八

日
（
土
）
か
ら
十
一
月
三
十
日
（
日
）
ま

で
、
「
咲
ぎ
誇
れ
文
化
の
華
」
を
テ
ー

マ
に
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
第
十
回
を
記
念
し
て
新
た
な

企
画
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
民
総
合
文
化
祭
の
お
知
ら
せ

委

員

長

池

田

義

II

代

理

冨

永

武

委

員

谷

本

幸

委

員

冨

永

武

教

育

長

佐

久

保

悪

喜
（
予
子
林
）

雄
（
大
谷
）

治
（
名
荷
谷
）

治
（
山
鳥
坂
）

一
（
山
鳥
坂
）

詳
し
い
こ
と
は
下
記
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
肱

川
町
町
民
憲
章
の
中
に
、
教
養
を
高

め
文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

（日程および会場 ノヽ

肱川町教育委員会委員

事 業 名 開 催 日 時 間 開 催 場 所 備考

1 開会式・総合フェスティバル 11月8日（土） 18. 00~20 30 県民文化会館（メイソホール） ※ 

2 アマチュアミュージックフェスティパル 11月16日（日） 15. 30---..,18. 00 西条市総合文化会館 ※ 

3 世界の名曲コ ソ サ ー ト 11月22日（土） 13 30~15 30 三間町町民会館 ※ 

4 民 俗 芸 能 祭 11月29日（土） 13 : 00~16 • 00 松前総合文化セソタ ー ※ 

5 演 劇 祭 11月30日（日） 12 30~ 17 00 土居町文化会館（ユーホール） ※ 

11月8日（土） 12. 00~20 00 
県民文化会館（県民プラザ）6 し、 け ば な 展

~ 9日（日） 10 ・ 00,....__,17 • 00 

7 囲 碁 大 会 11月9日（日） 10 00~20 30 県民文化会館（第 6会議室）

8 茶 会 11月8・9、15・16日（土・日） 10. 00,...__,15 00 県生活文化セソタ ー ※ ， 将 棋 大 会 11月30日（日） 10 00~20 00 県国際交流セソター

11月22日（土） 10 00~17. 00 県民文化会館（県民広場、県民プラザ、真珠の間）
10 えひめ産業文 化まつり

~23日（日・祝） 県農業試験場跡地， 00~15 30 

11 合 唱 公 演 11月9日（日） 13 30~16 40 県民文化会館（サプホール） ※ 

12 三曲・日舞・能楽・琵琶公涸 11月16日（日） 13. 00~16. 30 内 子 座 ※ 

13 民謡・ 民舞公演 11月16日（日） 12 30~15 30 宇和町文化会館 ※ 

14 モダ‘ノダ‘ノス公演 11月23日（日・祝） 14. 00~16 00 丹原町文化会館 ※ 

15 ノ＜ レ 工 公 演 11月24日（月・休） 13. 30~15. 30 県民文化会館（メイソホール） ※ 

16 吹 奏 楽 公 演 11月24日（月・休） 13. 00~16 00 県民文化会館（サプホ ール） ※ 

17 吟詠剣詩 舞公演 11月30日（日） 13. 30~16. 30 県民文化会館（サプホール） ※ 

18 現 代 詩 大 会 11月9日（日） 13. 00~16 30 県女性総合セ‘ノタ ー

19 J 11 柳 大 会 11月16日（日） 10 00~15 40 伊予市民体育館

20 漠 詩 大 会 11月23日（日・祝） 13. 00~17 ・ 30 ム-, 治 市 民 会 館

21 連 句 大 会 11月23日（日・祝） 10 10~16 00 県民文化会館（第 6会議室）

22 短 歌 大 会 11月24日（月・休） 10 ・ 00~17 00 県民文化会館（真珠の間）

23 俳 句 大 会 11月30日（日） 10 00~16 00 上 浮 穴 産 業 文 化 会 館

10月21日（火）～10月30（木） 10. 00~18. 00 

24 秋 季 県 展 11月1日（土）～11月9日（日） (10月30日、11月9日は 県 上， 美 術 館 有料

(10月訂日、11月4日は休業） 16 00まで）

25 高校総合 文化祭
11月15日（土） ， 30~17 00 県民文化会館ほか

~16日（日）

t
 zヽメ-ゞ

゜編集•発行

肱川町公民館
B (0893) 34-2307 

0
お
問
い
合
わ
せ
先

ー

し

9
.
1
1
ー

24
の
事
業

愛
媛
県
生
活
文
化
部
・
文
化
振
興
課

6
0
8
9
(
9
4
5
)
0
8
2
8
 

J6
0
8
9
(
9
4
5
)
2
8
5
0
 

10
の
事
業

愛
媛
県
農
林
水
産
部
・
技
術
指
導
課

6
0
8
9
(
9
2
1
)
4
4
4
3
 

25
の
事
業

愛
媛
県
教
育
委
員
会
・高
校
教
育
課

6
0
8
9
(
9
4
1
)
0
2
1
4
 

0
お
願
い

備
考
欄
に
※
の
記
載
さ
れ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
ご
来
場
の
際
、

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
の
で
、
県

斤
文
化
振
興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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第 37回町民運動 会

優勝大谷分館 2位予子林分館 3位正山分館

正山 中央A中央 B 右l....l—’ヘ,,.D 、~ 大谷 予子林
No 種 目 名

I順:， 得点 ， 得点 ， 得点 ， 得点 → 得点

累計 累計 累計 累計 累計 累計

5 筋 肉 番 付x 収ox 2> 6 >

｀ 
3 

6 晴れたらいいね[ 収収8尺9X 6尺8 

7 窃00  用 秤 棒x 11 x 収 9 > 13 x 12 x 11 

8 合夜は蒲焼x 12 〉10 〉14 / 15 x 18 尺14 

， 3 0 0オリレー > 16 冒11 仄17 / 17 x 24 ／ 19 
10 バランステクニシャン > 20 冒13 欠20 ／ 22 刀30 ] 20 
12 大ムカデ競争刀26 y 1 14 x 23 / 24 ／ 35 x 24 

15 綱引きリーグ戦x 28 仄19 x 29 > 25 尺38 > 28 

16 まわって、こまって > 32 > 20 仄31 尺28 刀44 / 33 

17 幸ラッキーカラー）尺35 > 24 x 37 [ 29 / 49 x 35 

18 大工の源さん/ 40 > 25 仄40 x 31 刀55 > 39 

19 
当日公表 種 目|刀 46 仄27 冒43 / 35 > 56 / 44 
（男女ペアーで風船割り ）

20 みんなでジャンプり49 胃28 x 47 ／ 40 [ 62 x 46 

21 玉入れ競争 > 53 仄31 胃49 x 41 ／ 67 x 52 

23 女子年齢別リレー 欠56 / 35 x 54 x 43 [ 68 x 58 

24 男子年齢別リレー ／ 61 仄40 冒56 [ 44 > 72 刀64 

門 総合順位 / ジ6 ジ4 ク5 X >

第
三
十
七
回
町
民
運
動
会
を
、
十

月
十
日
（
体
育
の
日
）
、
肱
川
中
学
校

運
動
場
に
お
い
て
午
前
九
時
よ
り
開

催
し
ま
し
た
。

各
分
館
選
手
に
よ
る
入
場
行
進
、

公
民
館
長
、
町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

選
手
宣
誓
で
は
、
岩
谷
分
館
の
城
戸

さ
ん
、
西
本
さ
ん
二
人
の
児
童
が
カ

強
く
宣
誓
を
し
、
競
技
開
始
で
す
。

大
谷
分
館
が
午
前
中
の
対
抗
競
技
七

種
目
の
う
ち
四
連
続
一
位
を
奪
取
、

各
分
館
を
引
ぎ
離
し
に
入
り
ま
す
。

こ
の
後
を
正
山
、
予
子
林
、
岩
谷
、

中
央
A
各
分
館
が
僅
差
で
二
位
を
争
っ

て
い
ま
す
。
午
後
最
初
の
競
技
は
、

団
体
対
抗
リ
レ
ー
の
決
勝
で
す
。
今

年
は
予
選
に
九
チ
ー
ム
参
加
、
う
ち
、

五
チ
ー
ム
が
決
勝
に
残
り
、
予
子
林

（
 

迷
宮
会
が
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム
役

場
総
務
課
チ
ー
ム
を
破
り
優
勝
し
ま

し
た
。
午
後
か
ら
の
競
技
で
も
大
谷

分
館
が
上
位
に
入
り
、
他
の
分
館
と

の
差
を
だ
ん
だ
ん
拡
げ
て
行
き
ま
す
。

二
位
争
い
は
、
正
山
、
予
子
林
、
中

央
B
と
な
り
、
最
後
の
年
令
別
リ
レ
ー

を
終
わ
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
優
勝
は
昨

年
の
雪
局
を
果
た
し
た
大
谷
分
館
が

二
年
ぶ
り
の
優
勝
、
二
位
に
は
年
令

別
リ
レ
ー
を
男
女
と
も
制
し
た
予
子

林
分
館
が
、
三
位
に
は
正
山
分
館
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
雄
飛
の
人

ま
た
、
応
援
合
戦
で
も
大
谷
分
館
-

が
優
勝
し
、
二
重
の
喜
び
と
な
り
ま

i

し
た
。
今
年
新
種
目
と
し
て
導
入
し
~
九
月
九
日
に
正
山
小
学
校

た
「
今
夜
は
蒲
焼
」
で
使
用
し
た
う
~
出
身
の
村
上
定
夫
さ
ん

(
S

な
ぎ
が
各
分
館
に
渡
さ
れ
、
慰
労
会

i

二
十
五
年
度
卒
）
が
尋
ね
て

の
席
で
食
卓
に
上
が
っ
た
の
で
は
な
~
下
さ
っ
た
。
村
上
さ
ん
は
、

い
で
し
ょ
う
か
。
~
現
在
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ソ
パ
ウ

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
し

~
I
L

口
在
住
で
花
屋
さ
ん
を
経
営

て
下
さ
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
応
援
~
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
あ

し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
各
分
館
役
~
る
。
昭
和
三
十
一
年
に
移
住
さ
れ
て

員
、
準
備
等
の
お
手
伝
い
を
下
さ
っ
~
以
来
、
四
十
一
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
こ

・
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
移
住
さ
れ

こ。

た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

f

~
た
年
は
、
ち
ょ
う
ど
鹿
野
川
ダ
ム
起

~
工
式
が
あ
っ
た
年
だ
。
国
内
は
ち
ょ

~
う
ど
神
武
景
気
な
ど
と
い
っ
て
経
済

~
的
に
は
高
度
成
長
期
に
入
っ
て
い
た

~
年
で
あ
る
。

~
こ
の
年
、
愛
媛
県
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル

~
ヘ
計
画
移
住
・
呼
び
寄
せ
移
住
合
わ

~
せ
て
三
十
三
戸
百
十
四
人
の
方
が
移

i

住
さ
れ
て
い
る
と
「
愛
媛
県
史
概
説

~
下
巻
」
に
は
出
て
い
る
。

[
こ
の
よ
う
な
国
内
情
勢
の
中
で
村

~
上
さ
ん
は
、
海
外
雄
飛
を
決
断
さ
れ

~
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

~
私
達
の
想
像
で
ぎ
な
い
幾
多
の
苦

~
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と

~
思
う
。
つ
い
、
山
中
鹿
之
助
の
「
憂

~
え
き
こ
と
の
な
お
こ
の
上
に
積
も
れ

~
か
し
限
り
あ
る
身
の
力
た
め
さ
ん
」

~
の
文
句
が
想
い
浮
か
ん
だ
。

i

我
、
肱
川
町
に
も
こ
の
よ
う
な
勇

~
気
あ
る
先
輩
が
い
る
の
で
あ
る
。
子

~
供
た
ち
に
も
こ
の
フ
ロ
ソ
テ
ィ
ア
・

~
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
話
を
し
て
や
ら
ね
ば

~
と
思
う
。
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町民運動会

プ犀

優勝は大谷分館の手に 岩谷分館の可愛い選手宣誓

お つ と つ と （今夜は蒲焼）

---そコ

------• -ホ、

夫 婦 仲 良 ＜
 

ボールが

・1111 轟i
宝ものみ一つけた

（器用秤棒）

ゞヽ~

こん身の力を込めて

-ヽ-9-ごF9三生r---1 さクー＝

-------Jゞ 卜 ン タ ッ チ

（綱引きリーグ戦）

- -―二

（団体対抗リレー）
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第 37回

さ ぁ 開 会

し、ざ

..... 

スタ 卜 （大ムカデ競争）

一番目の対杭競技 （筋肉番付）

l I 

、IT¥¥ ¥ 
=` 了

｀ 

~ -I.. 1 1. ~ 
＿こ コ＼

パチンコではありません （大工の源さん）

バントックさんもご夫婦で参加 （バランステクニシャン）

., 

（
 

- ---
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第
七
回
全
国
人
形
芝
居
サ
ミ
ッ
ト

及
び
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
兵
庫
県
―
―
―

原
町
（
淡
路
島
）
を
主
会
場
に
、
十
月

三
日
か
ら
五
日
の
三
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
肱
川
町
か
ら
も
大
谷
文
楽

が
三
日
と
四
日
の
二
日
問
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
会
は
、
全
国
各
地
で
時

代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
、
人
々
の

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
き
た
人
形
芝

居
も
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
衰
退

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の

ま
ち
お
こ
し
の
中
で
保
存
伝
承
の
努

力
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
伝
承
活
動

を
一
層
発
展
さ
せ
る
目
的
で
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
全
国
に
は
約

百
十
六
の
人
形
・
保
存
会
が
あ
る
そ

う
で
す
。
（
実
行
委
員
会
調
べ
）
今
年

は
約
三
十
団
体
が
参
加
、
一
日
目
に

人
形
の
着
付
け
の
実
演
を
見
学
、
一

体
の
人
形
を
着
付
け
る
の
に
、
女
性

だ
と
一
一
時
間
、
男
性
で
は
四
時
間
も

か
か
る
そ
う
で
す
。
こ
の
後
、
サ
ミ
ッ

ト
に
入
り
、
各
団
体
が
抱
え
て
い
る

後
継
者
等
の
問
題
に
つ
い
て
討
議
を

行
い
ま
し
た
。
二
、
三
日
目
は
、
各

地
の
人
形
芝
居
の
実
油
が
あ
り
ま
し

た
。
愛
媛
か
ら
も
大
谷
文
楽
の
他
に
、

朝
日
文
楽
（
三
瓶
町
）
、
俵
津
文
楽

（
明
浜
町
）
が
参
加
、
俵
津
文
楽
が
、

生
写
朝
顔
日
記
宿
屋
よ
り
大
井
川
の

段
を
上
演
し
ま
し
た
。
こ
の
人
形
芝

居
が
上
演
さ
れ
る
場
所
は
、
体
育
館

の
中
に
「
か
け
小
屋
」
を
む
し
ろ
等
を

使
っ
て
再
現
、
昔
な
が
ら
の
雰
囲
気

を
演
出
し
て
い
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
三
日
（
日
）

午
前
十
一
時
よ
り

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

サ
ブ
ホ
ー
ル

五
百
円
（
前
売
り
）

当
日
は
六
百
円

問
い
合
わ
せ
先

公
民
館
ま
た
は
、
県
指
定
文
化
財

文
楽
保
存
協
議
会
事
務
局

6
(
O
八
九
ー
九
四
五
ー

ニ
八
五

0
)

入
場
料

と
こ
ろ

と

き

,.9 ＇ t
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肱
川
に
も
大
谷
文
楽
と
い
う
素
晴

ら
し
い
伝
統
芸
能
が
残
っ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
内
に
も
現
在
五
つ
の
文
楽
が

残
っ
て
い
ま
す
。
県
内
五
つ
の
文
楽

が
集
ま
っ
て
松
山
市
で
合
同
公
演
を

行
い
ま
す
の
で
、
伝
統
文
化
に
ふ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一全
国
人
形
芝
居
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

かけ小屋の雰囲気の中で

全国よりサミットに参加

河
鹿
集
よ
り

井
口
さ
だ
お

青
々
と
早
稲
の
稲
架
の
組
ま
れ
け
リ

菅

野

松

雄

曼
珠
沙
華
淵
の
悲
恋
を
語
リ
継
ぐ

岡

恭

三

待
宵
や
飾
る
芭
は
無
け
れ
ど
も

冨

永

勲

竹
下
駄
の
孟
宗
測
リ
薮
歩
く

板

倉

勉

秋
蝶
の
新
馬
を
越
え
る
時
黄
金

丸
見
え
み
こ

鈴
虫
の
激
し
く
鳴
い
て
夫
の
留
守

山
本
さ
ゆ
み

野
仏
に
た
む
け
る
水
や
お
み
な
え
し

宮
本
み
つ
こ

石
垣
の
畑
の
径
や
に
ら
の
花

心ー
心
の
橋
架
け
て
か
ぼ
そ
く
先
祖
守
る

心
配
を
か
け
た
子
供
が
親
想
い

善
と
悪
心
が
迷
う
気
儘
虫

ラ
イ
バ
ル
が
去
っ
て
心
に
す
き
ま
風

心
ば
か
リ
の
声
に
優
越
感
が
見
え

人
情
が
心
に
残
る
あ
リ
が
た
さ

心
境
の
動
き
を
知
っ
て
い
る
鏡

心
緯
了
派
手
な
気
が
す
る
下
が
リ
物

こ
の
空
人
の
心
も
知
ら
な
い
で

中
三
で
心
も
凍
る
犯
罪
を

ふ
ん
わ
り

ふ
ん
わ
リ
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
風
の
町

ふ
ん
わ
リ
と
し
た
温
も
リ
母
が
持
つ

ふ
ん
わ
リ
と
赤
子
抱
か
れ
て
す
や
す
や
と

メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
ふ
ん
わ
リ
シ
ャ
ボ
ン
玉

火
星
さ
え
ふ
ん
わ
リ
着
け
る
人
の
知
恵

ふ
ん
わ
リ
と
浮
か
ん
だ
雲
に
願
い
込
め

若
き
日
に
ふ
ん
わ
リ
う
か
す
斐
形

ふ
ん
わ
リ
と
浮
か
し
た
斐
の
粋
な
事

ふ
ん
わ
リ
と
妬
き
も
ち
ゃ
い
て
顔
を
見
る

ふ
ん
わ
リ
と
気
儘
に
泳
ぐ
ク
ジ
ラ
雲

雑

詠

母
が
し
た
通
リ
迎
え
火
焚
い
て
い
る

昼
寝
中
お
邪
魔
し
ま
す
の
孫
の
声

ラ
イ
バ
ル
と
木
陰
た
の
し
む
将
棋
盤

ロ
げ
ん
か
気
が
ね
な
ど
な
い
一
軒
家

女
だ
か
ら
時
々
爪
を
研
い
で
お
く

文
明
の
利
器
が
凶
器
に
な
る
惨
事

何
に
活
す
九
羽
の
ツ
バ
メ
雨
の
中

キ
ャ

ッ
チ
ャ

ー
の
妻
の
サ
イ

ン
は
緩
い
球

い
つ
ま
で
と
さ
ら
リ
聞
け
な
い
里
帰
リ

夏
休
み
過
疎
の
故
郷
に
ぎ
わ
い
て

白
猫
を
い
や
よ
怒
る
黒
い
猫

つ
り
は
し
よ
り

一
厨

抑

一

内

容

場

所
巳

時

場

所
日

時

亀
田

美

登

ま
だ
ゐ
し
か
遠
音
た
し
か
に
時
鳥

佐
藤
美
江
子

朝
顔
の
一
番
好
き
な
色
が
咲
き

冨
永
千
世
子

墓
ま
で
の
径
杉
山
の
蝉
時
雨

藤
高
エ
ミ
カ

九
十
の
母
の
余
生
や
星
迎

山
内
サ
カ
エ

蔓
引
け
ば
苦
瓜
つ
ん
と
う
す
み
ど
リ

池
田
き
み
子

古
都
の
旅
買
ひ
し
扇
の
藍
深
し

岩

城

節

子

蝦
夷
の
夏
寒
し
開
拓
百
年
碑

宇
都
宮
ミ
チ
子

十
三
夜
月
も
出
て
を
リ
魂
送
る

大
野
紗
夜
子

紙
魚
の
抜
く
絵
筆
達
者
な
先
祖
の
書

十
一
月
二
十
三
日
（
日

）

午
後
三
時
よ
り

風
の
博
物
館

「
多
目
的
ホ
ー
）
」

英
語
教
室
参
加
者
十
七
名

に
よ
る
成
果
発
表

函
英
語
劇
「
桃
太
郎
」
上
演

十
一
月
十
八
日
（
火

）

午
後
一
時
よ
り

肱
川
中
学
校
体
育
館

函
第
八
回
「
熱
き
風

心
を
開
く
人
権
集
会
」

集
よ
り
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第
三
十
二
回
愛
青
連
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
九
月
二
十
日
（
土
）
伊
予
市

厚
生
年
金
グ
ラ
ソ
ド
で
上
天
気
の
中
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

喜
多
郡
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た

わ
け
で
す
が
、
対
戦
相
手
の
柳
谷
村

に
わ
ず
か
な
が
ら
力
及
ば
ず
、
悔
し

く
も
6
対
9
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し

こ。t
 試

合
中
は
な
か
な
か
の
好
プ
レ
ー

も
あ
り
、
明
る
く
、
楽
し
く
ゲ
ー
ム

が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

運
動
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
爽
や
か

な
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

選
手
の
皆
様
、
暑
い
中
お
疲
れ
様

で
し
た
。

総

青年団だより

—-

鱈躙

s
 

A ／ u
 

橋

本

典

子

九
月
二
十
日
に
、
伊
予
市
厚
生
年

金
会
館
内
グ
ラ
ソ
ド
に
て
、
青
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
初
め
て

の
県
大
会
出
場
と
い
う
事
も
あ
り
、

み
ん
な
ハ
リ
き
っ
て
一
回
戦
の
柳
谷

村
青
年
団
と
の
試
合
に
挑
ん
だ
の
で

し
た
。
が
、
し
か
し
柳
谷
村
の
女
性
ピ
ッ

チ
ャ
ー
の
意
外
な
球
の
速
さ
に
圧
倒

さ
れ
た
私
達
は
、
最
初
バ
ッ
ト
に
当

て
る
の
も
や
っ
と
で
、
な
か
な
か
ヒ
ッ

ト
に
は
結
び
つ
か
な
く
て
、
と
て
も

暗
い
ム
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

K
さ
ん
の
あ
や
し
い
声
で
一
気
に
ム
ー

ド
が
盛
り
上
が
り
試
合
に
は
負
け
た

も
の
の
、
と
て
も
い
い
試
合
で
し
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
県
大
会
初
戦
敗
退

宮

尾

充

志

肱
川
町
青
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
、
県
大
会
へ
出
場
。
そ
れ
は
十
数

年
ぶ
り
の
出
来
事
だ
っ
た
。
結
果
は

一
回
戦
で
敗
退
：
・
・
:
。
そ
し
て
、
そ

の
結
果
に
導
い
た
の
は
僕
で
し
た
。

初
回
に
飛
ん
で
き
た
レ
フ
ト
ヘ
の
平

凡
な
フ
ラ
イ
。
し
か
し
僕
は
フ
ラ
イ

を
落
球
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ

れ
か
ら
点
を
と
ら
れ
て
こ
ん
な
結
果

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
言
い
訳

を
す
る
な
ら
『
僕
、
外
野
守
っ
た
こ

と
無
か
っ
た
し
：
・
・
:
』
。
言
い
訳
し

て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
あ
や
ま
り

ま
す
。
参
加
し
た
み
ん
な
、
ゴ
メ
ソ
ー
・

応
援
し
て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ん
す
み

ま
せ
ん
。
こ
ん
な
僕
を
許
し
て
く
れ
！

沖
田
修

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
、

二
で
す
。

こ
こ
で
、
僕
の
事
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
自
己
紹
介
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
僕
は
、
合
年
の
三

月
に
野
村
高
校
を
卒
業
し
、

四
月

か
ら
肱
川
町
役
場
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

僕
の
仕
事
の
内
容
は
、

C
B
C

予
子
林
で
の
ト
マ
ト
作
り
で
す
。

こ
れ
が
思
っ
た
よ
り
も
大
変
で
、

毎
日
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
入
っ
た
ば
か
り
で
皆
さ

ん
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

E: 

秋
も
深
ま
り
、
朝
晩
め
っ
き
り
寒

く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
カ
ゼ
な
ど
ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

県
大
会
に
出
場
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
バ
レ
ー
の
県

大
会
出
場
に
続
く
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
の

県
大
会
出
場
、
そ
し
て
喜
多
郡
総
合

優
勝
と
合
年
の
青
年
団
は
、
何
か
が

ち
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
し
た
令
年
の
青
年
団
に
み
な
さ
ん

乞
う
御
期
待
！

r”5
編

集

あ

と

ば

な

し

5
B

Q デートする店

つれて行って＜

〇丸山公園→届

→鹿鳴園（鹿と

Q 理想の，

〇 明る＜て話してて

あきない人

Q肱川のいいところは

Q緑がたくさんあるところ

●生年月日

S53年11月28日

●血液型

O型

●長所

けっこうおもしろい

●短所

-; ＼三：
人は ＼ I r1 I I 

足の長さ
78cm 

足の大きさ
27cm 

身長
177cm 

体重
70kg 

視力

1. 5 

エスト
1cm 

ソプ
1cm 

扁
！
今
月
の
ニ
ュ
ょ
フ
…
：
〈
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1 1 月 の 行 事
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3
5
5
6
9
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1316

肱川町防災の日

大谷秋祭り

行政相談

心配ごと相談

民生委員会

客神社秋祭り
防火パレード

中野三嶋神社秋祭り

第13回肱川ふれあいまつり（風のり広場）

18 
18 
19 
21 

23 

28 

29 

” 

農業委員会

第8回「熱き風

金婚式
定例部落長会

英語教室（英語劇発表会 ・風の博物館）

税金等出張受入れ

明老大学

文楽公演（肱川中学校）

心を開く 人権集会」

鯛瞬

石
家
清
さ
ん
（
肱
川
町
道
野
尾

土
居
日
登
美
さ
ん
（
肱
川
町
道
野
尾

(26) 
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五
▼

中

居

谷

大

野

荒

浪

さ

ん

(84
歳）

上
鹿
野
川
成
登
ミ
キ
ヱ
さ
ん

(86
歳）

上
敷
水
冨
永
ヤ
ス
コ
さ
ん

(86
歳）

1 1月の日 曜 ・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

堀 J 11 医 院 43-0555 2 日 （内 子 ）

（日） 沢井耳鼻科村医院 24-2510 
（中）

.三．, 来 医 院 44-2248 3 日 （内 子）

（月） 田渡クリニ ック医 院 25-3217 
（新谷）

/jヽ JI I 医 院 44-2815 9 日 （内 子 ）

（日） 亀井小児科医院 24-3757 
（東大洲）

古 J 11 医 院 44- 2407 16日 （内 子 ）

（日） 松尾産 婦 人 科 医 院 24-5803 
（中村）

町 田 医 院 43- 0211 23日 （内 子 ）

（日） 松尾産婦人科医院 24- 5803 
（中 村）

成 田 医 院 47-0061 24日 （大 瀬 ）

（月） 清家産婦人科医院 24-6868 
（東 大沙H)

30日
士居内科・外科医院 44-5521-

（五 十崎）

（日） 松元産婦人科医院 24-3067 
（中 村 ）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救 急 病 院

曜日 病 院 名 電 話

月・火
市立大 洲病院

24- 2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24- 5101 
（大洲市若宮）

木～日
大洲中 央病院

24-4551 
（大洲市東大洲）
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